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（蝪＝m1Leaf脇n鵬Cr軌S）の作成方法について
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Abstract：The　presθnt　description　is　an　on－the－spot　investigation　into

　the　process　of　the　mak1ng　the　Pa1m　Leaf　Manusc11pts1n　Sr1Lanka
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　　おわりに

　文字や絵画は人類の知的営みの所産である。その史的

展開には，なかなか興味深いものがあるが，これをまた，

その依拠する用材，即ち，書記素材の変遷と併せみてい

くとき，その興味はいよいよ深まっていくようである。

書記の料材二ペンやインク，料紙の歴史，また書記の方

法の歴史などには，地域性や風土と密接に関わる人々の

生活や習俗，信仰等が色濃く反映しているからである。

　東南アジア・南西アジアなどを中心とする地域に，ヤ

ソの葉Palm1eafをもって文書・典籍の作成が行われ

たことは夙に知られている。筆者もそうした書記素材に

関心を持ち，若干の調査を行ってきた1）。しかし，今日，

紙Paperの時代，ペンの時代ともなって，既に，久しい。

現在する文書，典籍の目録作成やマイクロフィルム化の

作業も行われつつあるが，その進捗状況は，必ずしも満

足されるものでなく，いわんや，その作成方法や素材⑱

料材の実態等については，不明瞭のままに歴史の彼方に

消え去ろうとしている。

　たとえ一時期にせよ，一地域にせよ，そこにそれなり

の言語生活，書記生活が行われていたとすれば，その実

態を克明に，また，できるだけ正確に記録し，記述して

いくのも我々の任務の一であろ．う。それが消え去る前に，

多少なりともこれを記録⑱吟味し，かっは後世に託して

いくべきである。

　こうした意図により，筆者は、過般，短期ながらスリ

ランカに調査を行った（’94年3月28日～4月4日）。決

して十分なものではないが，本稿では，このスリランカ

における貝葉文書⑧典籍の作成方法とその素材について

述べたい。他の地域におけるそれとの比較を行えば，そ

の特徴もいっそう明瞭となるであろうが，その前段階と

して，スリランカにおける場合に限定し，その作成方法

と素材につき，管見したところを記しておきたい。

　なお，現地においては，西部州カンパハ（Gampaha）

出身のR　K　Yapa氏2）の，また，帰国後は，本学理学部

大学院留学生特別コースに在学中の、Sarath
Hapugoda氏3）（中央州キャンディ市在住）の御指導⑧

御助言をいただいた。記して謝意を表したい。

は　じ　め　に

　スリランカは，かつてセイロン（Cey！on）という名

で知られたインドの南方，インド洋上の島である。面積

は，66，000雌，人口17，410，000人，主要言語は，ソンハ

ラ語（公用語，国語として60％），タミル語（国語とし

て25％），英語である4）。首都はスリジャヤワルダナプラ

コソテ（Sr1Jayawardanapurakotte）であるが，都

市としては，旧首都のコロンボ（Co1ombo），およびキャ
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ンティ（Kandy）やソヤフナ（Jaffna）の方がよく知

られている。

スリランカは，名にしおう仏教国で，古来，上座部仏教

（南方仏教）の聖地としても知られている。インドのマ

ウリヤ朝時代（B．C．317年成立，同180年頃滅）にその

伝来があったとされる。今の共和国憲法（1972年5月22

日制定）では，仏教の保護⑧育成は国家の責務とされて

いるが，1981年の国勢調査によれば，民族構成は，シン

ハラ人約74％、タミル人18％，ムスリム7．4％で，この

宗教別人口比は，仏教徒69．3％（シンハラ人の9割），

ヒンドゥー教徒15．5％（タミル人の9割），イスラム教

徒7．6％，キリスト教徒7．5％となっている。

16世紀初頭からポルトガル，オランダ等の侵略が始ま

り，1796年，イギリスの植民地支配下に入った。1948年，

英連邦内の自治領セイロンとして独立し，1955年12月，

国連加盟，1972年，完全独立してスリランカ共和国と改

称し，さらに，1978年，国名をスリランカ民主社会主義

共和国（Democrat1c　Soc1al1st　Repub11c　of　Sr1

Lanka）と改めた。

さて，こうしたスリランカにおいて用いられた書記素
　　　　　　　　　　　　　　ぱいよう　　　　せんぴつ
材としては，まず，ヤシの葉（貝葉）と尖筆とをあげな

ければならない。パルミラヤシやタリポットヤシの葉を

書記用に調製し5），これを文書類の，または，典籍類の

料紙とするのである。ヤシの葉を調製し，書記一正確

には，刻字一が可能な状態になったものをオーラola
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　ふという、文書類とは、公私の通信文，メモ，護符（お守

り）など，主に当座に作成されるような，多くは日常的

な公私の文書である。典籍類とは，宗教，文学，占星術

（天文），医薬等に関わる書物であり，多くは，寺院や国

家の図書室や家代々に保管され，時代を超えて利用され

ていく。

　文書類には，どちらかといえば，パルミラヤシBora．

ssus　f1abell1ferの葉が用いられたようであり，この葉

をtal　ko1aという。ta1とは，パルミラヤシの木ta1

gasa　［ア］注アのそれであり，その葉をtal　ko1aya

　［イ］注イ　という。kolaya自体は，ふつうの一般名詞

で，一枚の葉1eaf（単数），koエaは複数の葉（複数）を

意味し，さらには，形容詞として，緑色のgreen，また

転じて，紙を意味することもある6）。

　典籍類には，多くタリポットヤシ，別名コリファヤシ

Coryphaumbracu1iferaが用いられる。パルミラヤ

シより，葉は大きく丈夫であり，ために，この方が大型

本の作成に有利であり，長期の保存にもよく耐えるから

である。［追記1コ

　典籍・書物の形態となった貝葉本は，シンハラ語でプ

スコラ国ポタPusko1a　p〇七a　［ウ］注ウ　という。編集

や整本の手を経た，紙数（葉数）を有する草子本を意味

する。

　potaは，　冊の本book（口語体，単数，中性）のこ

とで，この複数形はpot，また，patである。複合語に

pot　rakkaya（書棚，本棚），pirit　pot（parittaの儀

礼の際の聖典の記された木葉版）などがある7）。

　シンハラ語においては，口語体と文章体との懸隔が大

きく，これらの口語形に対してはpustakaya　［工］注工

　（書物，本，book）との文語形もあり，この間には

granthaya　［オ］注オ　との形も存在する。（一yaが接

尾すれば単数形，省けば複数形となる）。文語形は，

pustaka1aya（図書館，書庫，教典堂，1ibrary），

pustaka　1毫khanaya（文献目録，書誌学）のような，

あらたまった場合に用いられる。

　オーラ葉に文字を記すには，筆様の筆具で文字を書く

か8〕，あるいは，尖筆で刻字するか，のいずれかである

が，スリランカではその後者が行われた。

　スリランカでは，その筆刻具をpanh1五da　［力］注ヵ

（尖筆）という9）。

1　タリポットヤシ⑱バルミラヤシ

　　ーペラデニア植物園一

　まず，書記素材としてのヤシの二種について述べよう。

　スリランカの古都の一，キャンディからコロンボの方

（西南）へ6㎞ほど行ったところに，ペラデニア

（Peradeniya）の町があり，ここには，マハヴユリ河

（Mahawel1Ganga）に沿って総面積56咄という広大

な植物園Peradeniya　Botanical　Gardensがある。か

っては，富殿の一であったとされ，広い園内には4，000

種以上もの植物が集められ，国内外からの多くの見学者

を迎えている。

　（1）　タリポットヤシ

　筋道からして，筆者の最初に実見できたのは，タリポッ

トヤシTalipot　palmユ0）の方であった。地上1m高の部

分の胴周りは，3．5m（ささくれた葉柄の残骸部を含む）

もあったが，やがては樹高60～80フィート（18～25m）

に達するといい，“巨大な”とでも形容する他ないその

偉容さには，思わず，感歎の声をあげざるを得なかった。

その幹には，巨大な葉柄（半円筒形，基部膨大）の重々

しくささくれ立った残骸が，地際から上部まで，幹にびっ

しりと，まるで鎧を着込んだかのように重なり合って付

着しており，樹冠部には，いかにも強靭そうな葉柄の先

に，その割にはやや小ぷりかともみえる掌状扇形葉がバ
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サバサと，しかし，規則正しく（真下から見上げると幹

から放射状に突き出た葉柄は，12か13カ）の列をなし，重

なり合い，規則正しく，かつ，少しずつ左へ旋回しなが

ら生い繁っている），深緑色を呈して繁り合っているの

であった。（頂生叢出）。

　このタリポットヤシの前には，眼の高さほどに大きな

説明板が立てられおり，シンハラ語，タミル語，英語の

三ケ国語，三段書による次のような解説がなされている。

（黒地に白文字，英文だけを引く，／は原本改行）。

　　　　TALIPOT　PALM（E）

　　　　CORYPHA　U1〉［BRACULIFERA

　　　　（PALMAE）SRILANKA争S．INDIA．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上は標題）

THIS　IS　ABOUT　THE　LARGEST　OF　ALL
PALMS／WHEN　FULLY　GROWN　IT　GROWS
TO　A　HEIGHT　OF　60～80／FEET　WITH　A

STRAIGHT　CYLINDRICAL　TRANK　3～4
FEET／IN　DIAMlETER　WITH　A　CROWN　OF

IMMENSE　FANLIKE／LEAVES　USED　FOR
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
OLAS　UMBRELLAS，SUNSHADES＆C／AT
THE　AGE　OF30～40YEARS　IT　PRODUCES
AN　ENO一／一RMOUS　PYRAMIDAL　CREAMY
WHITE　INFLORESCENCE／15T025FEET　IN
HEIGHT　UPON　THE　SUMMIT　OF　THE／STEM

＆WHEN　THE　FRUIT　IS　RIPE　THE　PLANT
DIES．／

　上記によれば一，タリポットヤシTa1ipot　palm

（英名）は，ヤソ科Pa1maeの，学名0oグッψα
ひ肌6グαCωZ伽グαコリファヤシであり，スリランカと南

インドに生育する。ヤシ類の内では最大のものであり，

その成長時には，60～80フィートに達する。まっすぐな

円柱状の，直径3～4フィートの幹を有し，樹冠部には，

オラス（葉）かさや日よけ（日がさ）などに利用され

る11），非常に大きな扇状の葉が繁る。30～40年たっと，

木の頂上部に，15～25フィートの花柄をもっ巨大なピラ

ミッド状の，クリームがかった，白い花（肉穂状）が咲

き，その果実が熟すると同時に，このヤシは枯死する，一

一とある。

　その開花期にっいては，かっては，100年に1回（即

ち，その寿命は100年）であるといわれていたが，これ

は，昔の人は寿命も短く，一生に一度，その開花をみる

ようなできごとは，あたかも100年サイクルのできごと

のようにみえたところからの俗伝であった（R．K．

Yapa氏談）。

　また，果実は，最初に実ってから最後の実が落ちるま
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で5ケ年を要するといい，全部の実が落ちたところで幹

も葉も枯れてしまうという。日本の竹に似ている。

　スリランカでは，昔の人は，ことわざではないが，悪

い子供とこの木の花はいっしょ，と言っていたとのこと

である。悪い子（赤ン坊）が生れたらお母さんが死ぬ，

この木に花が咲いたらこの木（母）は枯れるからだと説

明される（同Yapa氏談）。

　タリポットヤシの葉は巨大で長い。書記用には，その

若葉が供されるというが，1m前後の料紙を切り出すこ

とも可能であろう。葉には，節葉（掌の指それぞれに相

当する部分）の中央部に主脈が通っており，さらに，こ

の左右両野の中央部にも副脈（準主脈）とでも称し得る

太目の筋が走っている（主副の脈によって4分野を数え

得，さらに，数ミリ間隔に平行する細い脈が認められる）。

若木の葉は，濃緑色で軟く，紙を破るようにちぎり取る

こともできるが，大木となった幹の葉は，硬くて手でち

ぎり取ることはできない。

　（2）パルミラヤシ

　次に，パルミラヤシであるが，これは，ヤシ科のオウ

ギヤシ属Borassusに属し，英名Pa1myra　pa1m，学
名Boグα88閉〃α6θ〃伽グ．L．といい，樹高20畠前後の樹

冠部に掌状扇形葉を叢出する12）。

　スリランカでは，ta1タルといい，パルマイラともい

う。タミルではpanneiパンネイという。

　実見したのは，幹の胴周り2．10mほどのものであった

が，これは中程度の大きさであり，場所によってはもっ

と大きくなるとのことであった。幹の肌はきれいで（と

はいっても，巨大な象の足みたいな肌ではあるが），背

は，すっきり伸びて高い。葉は，樹冠部にこじんまりと

まとまって繁る、葉柄の残骸を，一部に留めるものもあっ

たが（地上1．5m辺），葉の青い部分に無理に引きちぎる

とこうなるのであり，手も届かぬ高所などでは，下葉の

枯れるに従い，ひとりできれいに落ちていくという。

　このヤシの特徴は，外観上，その樹冠部が，ちょうど

タンポポの花後のワタ毛のような球状をなすところにあ

ろう。タリポットヤシが，重装備の鎧武者であるとすれ

ば，こちらの方は，スマートな槍騎兵といった感じであ

ろうか。

　スリランカでは，このヤシはどこにでもあるが，多く

てよく育つのは、タミル人の住む北部の，ジャフナ

Jaffna，ペニンソユラ半島Pen1nsu1a，テルフト島De－

1ft　Is．などであり，その林は，これら地域の景観を特徴

付けてもいるとされる。その代り，ココヤシが，これら

にはみられないという。これは，南西部などではどこで

もふっうにみられる羽状葉のヤシである。
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　こうした地域は，雨も少なく，激しく乾燥して砂漠の

ような気候条件，地質条件の下にある。ジャフナ半島に

は川もない。地下数メートルの石灰岩層からかろうじて

地下水が得られ，これによって潅概農業も行われている

が，耕作地には限りがあり，こうした耕作に適しない地

域に，パルミラヤシなどが植えられ，生活諸般を支える

源となっている。タミル族は，このヤシの利用法801種

を数えたてた歌を知っているという。

　本来はアフリカ原産のヤソのようだが，イント南部の

気候⑧風土の似た地域にも多く植裁されている。

　なお，ペラデニア植物園には，パルミラヤシに同種の

ヤシもあるが（ブームラ島，ベンガル，その他の産），

幹や葉の形態や強度，利用方法などに相違があるようで

ある。

2　アル⑧ヴィハーラ寺における試作実演

　スリランカの中央州のマータレー県マータレー

（Mata1e）に，アル働ヴィハーラ寺（Aloka
Viharaya）という石窟寺院がある。紀元前88年，それ

まで口承されてきた仏陀の教えが，ここで初めて文字に

記されたと伝えられる寺であり，これに因み，今日，こ

こでは貝葉（本）の試作実演をみることができる。ヤシ

の葉に，どのようにして文字を書く（刻む）か，という

程度の実演であるが，担当されたW．Edwin氏により，

この他にも幾分かの知見を得ることができた（’94，3，

31調）。

　まず，貝葉の試作であるが，これは次のようにして行

われる。

　①素材として調製されたパルミラヤシの葉，木炭粉，

　　ヤシ油，鉄筆，ハサミを用意する。

　②長めのヤシの葉を横に置き，これに鉄製の尖筆で左

　　端から右方へ細かな文字を刻み込んでいく（シンハ

　　ラ字⑧シンハラ語，横書き）。

　③その後，布切れを指3，4本分ほどの太さに丸く括

　　り，その頭部に墨を着け，刻面に擦り込む。墨は，

　　木炭粉にヤシ油をたらした程度のもので，余分な液

　　は軟かい布切れで拭い取る。

　④ヤシの葉の，文字を記した部分をハサミで（竪に）

　　切り取る。

　これは，書言己方法としては，多分に日常的なものでな

かったかとみうけられる。③の後で米粉を用いて磨く段

階があるとも聞いていたが，この作業はみられなかった。

あるいは，①の段階では，既に，一定の規格で裁断され，

裁断部（上下左右の小口相当部）には防腐⑧防虫のため

に，焦がしを付けたり塗料を塗ったりしたものが用意さ

れるケースもあったようだが，これは，大部の貴重書の

作成などに行われた方法らしい。

　以上に関連して見聞したところを記す。

　（1）書記に用いる調製済みのヤシの葉をOla
（Leaves）といい（インドではo11ah），これにはPa1．

myrah　palmを用いる。また，Ta11pot　pa1mをも用

いる。スリランカではこの二種だけである。英名にもと

づき，スリランカでは，これらをパルマイラ，タリポト

とも称している。

　これらのヤシの葉は，葉柄や節葉の主脈，また，葉の

先端部を切り離し，後，ボイルするなどの調製を経ては

じめて筆刻に供する…とができる。調製とは，大体，⑦

ヤシの葉を1回ゆでる，これには3時間ほどを要する，

っいで，◎乾燥させる，これは3ケ日くらいを要する，
　　　　みが
次に，◎磨く（なめす），一の工程をいう。

　こうして作成された貝葉は，500年，あるいは，長く

て2～3，000年くらいの寿命をもっものもあるという。

　Edwin氏の作業場には，パルミラヤシの葉の，掌状

一葉が，そのまま乾燥させて壁に立てかけられていた。

葉柄の基部と葉の先端は切除されていたが，それでも，
　　かなめ
扇状の要のところから葉の先までは180cmあまりもあっ

た。しかし，この一葉は，サンプルとして展示されてい

たに過ぎない。

　同作業場には、また，幾枚ものパルミラヤシの葉（長

さ2m弱～1mくらい，巾3㎝～9cm前後）を次々と丸

く巻き込んで，直径30c皿（弱）くらいのバームクーヘン

型の束にしたものが，五段重ねで計32束ほど，積み上げ

られていた。他所（生産地）から持って来たままの状態

らしいが，これらは，ボイル直後の，まだ軟かい時分に，

丸く巻き，収東していったものらしい。収東後はそれぞ

れ，同じヤシの葉を細く割いた状態のヒモで，ほぼ十文

字形に括られる。

　ボイル後のヤシの葉の葉面には小さなデコボコがある。

これから先，ヤシの葉は，同寺の僧侶の手により，次の

ような処置が施される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんぴ　（i）水にひたす。水のしたたるほどに湿らせて天日に

さらすという行為を繰り返す。即ち，屋外の軒下で，上

記の東を1束ずっ持ち出し，水にひたす。水から上げ。

次に，その輸状の中央部から一枚ずっ，シャラーツと勢

いよく，次々と葉を抜き出す。抜き出した葉の一端を一

本の棒に突き通し，神祭の御幣のような形を作っていく。

20枚前後くらいであろうか，それらを貫いた状態のもの

を石段や石畳の上に広げ，天日にさらす。こうして，30

分余の内に，3，4本分が天日にさらされていた。
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　葉は，カサカサと長く伸びくしゃくしゃによじれたよ

うな状態となるが，いっぺんに長時間さらすのではなく，

水分が乾いたら中に入れ，水をかけては乾かす，というこ

とを何度も繰り返すのだという。これは，「発酵させる，

（いな），発酵ではないが，発酵させるみたいな形にする」

（Yapa氏），工程であるとのことである。タイにバイラー

ンを調査された／』淋良生氏13）によれば、これは「葉を成熟

させるためのプロセス」であると説明される。

　葉を貫き通す棒は，長さ1m～11mくらい，太さ1

Cm弱のものだが，これは，実は，同じくヤシの葉の，主

脈部（掌状葉の中央部に放射状に走っている。V字型を

なす各節葉の底部に位置する芯）を利用したものである。

日本の孟宗竹を割り裂いた竹串のような感じで，これも

その生産地から届けられたものらしい。

　輪状の束から抜き出されるヤシの葉は，その一端に，

既に1cmくらいの穴があけられており，ここに棒を通す

のである。穴は，V字型をなしており，そのボイル前に，

ナイフ様の道具によってあけられたものである。

　葉の広げられる石畳は，熱帯の太陽を浴びて熱く焼け

ている。スリランカの寺域は，すべて聖地であり，入る

には素足とならねはならないが，慣れない者は，素足で

歩くこともできないほどの石畳であった。

　（i）作業場には，そうして干しあげられ，よじれたま

まのヤシの葉も，たくさん，ガサガサと置かれていた。

これらは，次に，以下のようにして磨かれる。

　2m弱のヤシの葉（一枚）の一方に10cm大くらいの石

（重り）を括りっけ，柱の上部に渡された丸い横木（丸太）

に懸け下げる。他方の端を左手で持ち，この手をゆっくり

上下させる（しごく）。石に右手を添えることもある。

　丸太は，直径10㎝くらいの，よく磨かれたもので，頭

上5～60cmくらいのところに水平に渡される。これには，

ふっう，アレカヤシの幹が用いられる。

　丸太の肌と石の重量とを利用してヤシの葉面を磨くの

であるが，発生する摩擦熱も必要とされているのかもし

れない。

　ヤシの葉面は，ここでツルツルとなめされた状態とな

る。これをまた，先のようなバームクーヘン型の巻物

（直径20～30cm）の形で保存することもあるらしい。

　なお，上記の内，（i）については，黄衣をまとった15歳

の少年僧の作業するところを実見することができた。（血）

は，Edwin氏の実演による。聞けば，修業中の小僧さ

んが，遊んでお経の暗謂を怠ったような場合，罰として，

「今日の1日，これだけやりなさい」といった形で，（i）

の作業が（特別に）課され，皆のみせしめ（さらし者）

にされるようなこともあったという。
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　（2）木炭粉は，何でもよい，昔は，白檀を燃やして作っ

た炭粉などを用いたが，今は，ふつうの木のそれを用い

るとされる。Edwin氏は，小皿の中で4～5片の木炭

片とクルミ核1ケとをこすり合せ，木炭の粉末を作られ
　　　　すす
ていた。煤の類でもよかろう。

　なお，この前日（3月30日），筆者はダンブッラ（Da－

lnlbu11a）のランギリ⑤レストラン　（Rangr1

Restaurant）を訪れたところ，この主人Saman　Ko－

d1kara氏は，吸っていたタバコの灰をヤソ油に混ぜ，

これをナイフで刻字したヤシの葉に擦り込んでみせた。

安易な方法であるが，それなりに注意される。

　（3）ヤシ油は，ココヤシから採取される。日常卑近な

存在で，中小のビン入りで購入し，灯火，灯明，料理，

その他に広く用いられる。

　ココヤシは，スリランカの主要農産物の一であり，そ

の実ポル（ココナツ），葉，幹など，捨てるところのな

い形で利用されている。

　（4）鉄筆Sty1usは，ソンハラ語でPanh1鮒aという。

スリランカにおける鉄筆は，大小，長短，太細の形態，

装飾など，さまざまのようだが，大体，一方の先は細く

尖り，ここで文字を筆刻する。途中（中ほど）は細く丸

く（ちょうど毛糸の編み棒のような形態），他の一方は，

平たいファン状，あるいは，2～3のダンゴを串ざしに

したような形態となっている。ファン状のところが，花

弁や矢羽根のような形になっているものもあり，たいて

いは模様（装飾）が刻まれている。

　Edwin氏の手許にあった鉄筆は，全長21cmくらいで，

内，棒状部15cm，矢羽根部6㎝，中ほどの太さ4mくら

い，矢羽根部の巾3㎝弱（広い部分で），同厚さ2～3

mといった形態であった。

　また，筆者は，キャンディ市内で二本を入手したが14），

この内の一本は，銀製で，長さ26．7cm（内，棒状部16．2

c皿，矢羽根部約10．5cm），他の一本は，真鎌製で，長さ

27．7c皿（内，棒状部18c皿，矢羽根部9．7cm）であり，と

もに，中ほどに丸いこぷ（1．5cm大）を有し，矢羽根部

には細かな模様が刻まれている。

　キャンディの国立博物館には，こうした金属製の尖筆

も，各種，展示されているが，頭部はファン状でなく，

ちょうどダンゴを串ざしにしたような形態となっている

もの，また，人面（人頭）型をなした形態となっている

ものなどもあり，中には，先細型の木製鞘を伴うものも

あった。市内の骨董店には，大型の鉄筆と大ぷりのナイ

フ（刃わたり25cm，柄頭に象の歯を用い，彫刻を施す）

との二本を一っの鞘（タリポットヤシの幹で作る）に収

納する豪華な形態のものも売られている。
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　後に引く“Cata1ogue　of　Pa1m　Leaf
Manuscripts　in　the　Library　of　the　Co1omb0

Museum”Vo1．1　（1938年）は，巻頭にStyles
（P1ate1）や貝葉本（Plate2～6）の図版（モノクロ

写真）を掲げる。そのSty1esとしては，矢羽根型のもの

二本とダンゴ型の五本とがみえている。前者は，それぞ

れ単晶のようだが，後者は，長⑧短等を取り揃えて一セッ

トにしたものであり，金属製とおぼしき鞘（CaSe）に

納めるようになっている。鞘は，ちょうど，からかさを

押しっぷしたような形態をしている。五本の尖筆は，筆

刻する文字やイラストの大小，曲直，綱かけ，その他の

用途によって使い分けていくものである。

　鉄筆の一端の平たい部分がどにような用途にあるのか，

これについて伺ってみたが，昔はいろいろあった，今は

バランスをとるためのものだ，ヤシの葉を削ることには

用いない，とのことであった15）。

　鉄筆の使用方法は，我々が鉛筆⑧ペンを用いるのと全

く同様である。親指⑤人差指等でその先端部を持ち，細

かな文字を刻んでいく。

　鉄製だから鉄筆というが，この尖筆の材には，銅や銀，

また，竹や角なども用いられたらしい。

　鉄筆には，また，上記と大きく異なる，小型の折り畳

み形式のものがある。これは，鞘部（CaSe）の一端に

折り畳み式の鉄筆とナイフとが固定され，他の端に真録

製等による小さな円盤（2．O～2．5cm）が着いている。鞘

部全体の長さは10c皿余で，手の内にも入るほどであり，

その不用時には，鉄筆もナイフもここに収める。鞘に水

牛の角を用いたりすることもある。

　円盤は，その不用時には，これを机上に立たせておく

ためのものである。キャンディの国立博物館には，同趣

の鉄筆類が，あたかもペンギンが両手を広げて立ってい

るかのような形で展示されている。

　（5）ハサミ

　ヤソの葉を裁断するため，Edw1n氏の用いていたハ

サミは，長さ20cmくらいの鉄製の和バサミ風のものであっ

た。平凡なものであろう。

　ナイフであれ，ハサミであれ，その筆刻の後に裁断用具

を用いるという点にば注意される。日常的には，書いた文

字量⑤言語量に応じて料紙を切り取り，これを文書となす，

という書記形態④書記生活もが窺えるからである。

　大部の写経などの場合には，あらかじめ，裁断⑧整形

された，いわは，それなりに規格化されたヤソの葉が用

いられたであろう。しかし，日常的には，そうした形態

ばかりでなく，料紙の長短（大小）を文書の内容量に応

じて，適宜，決めていくという方法も行われたとみうけ

られる。

　貝葉（本）の試作は，大体，以上のような素枕用具，

方法等をもって行われるようである。Edwin氏の実演

は，部外者向けの，かりそめのものである。そのせいで

もあろうか，総じて，その筆記作業は，比較的簡易であ

り，必ずしも複雑な仕事ではないかのような印象を受け

た。これは，意外なことであった。

　こうした素材から成る作晶は，今日，とかく特殊視され，

問題視されがちである。そのため，その作成作業は複雑な

手続きを必要とするものと思いがちである。確かに，貴重

な経典などの筆写などは，後に触れるような慎重な態度⑧

方法で行われたであろう。しかし，本来，書記するという

ことは，識字者や識字層にっいての問題もあろうが，もっ

と身近かに日常的で，平凡な存在のものであったはずであ

る。その書記素材は，まず，日常卑近の，かつう日常不可

欠のものであり，そうしたなかに，目的に応じたさまざま

な使途⑧用法があったと推測されよう。

　作業場には，また，特製のガラスケース（木枠，四本

足）に収めた大型の貝葉経典十七点が安置されていた16）。

新写の大蔵経で，巾7～8㎝，長さ70～80㎝くらい。料

紙は，計12，000枚余。表紙は木製，彫刻があるが，白木

のままで彩色はない。上部を手前に倒し，棚の奥へ水平

に差し込んだような形で横たえられている。綴じ穴は二

穴。皆，白い長い紐がしっかりとかけられている。

　筆者のEdwin氏に学んだ今一っは，そうした綴じ紐

の利用方法である。即ち，スリランカの貝葉経典は二穴

を有するが，綴じ紐は，その左側（表紙の上カ）ら下へ）

に通すのみで右側の穴は使わない。右穴に通さなくても，

紐は長めのものが用いられ，これは，読書を中断する場

合などに，読みさしのところを（右手で）軽く一巻きし
　　　　　　　　しおり
たり．して，いわゆる栗のようにして用いられ，また，読

書後は，全体の結束に用いられたりするのである。

　員葉本を巻き納める場合には一定の方式で紐を巻き，

最終的にはニケ所で括られる。

　前表紙の左穴には紐の頭が位置するが，その頭を隠す

ため，また，装飾のため，突起型（コブ状）の止め金具

（boss）が取り付けられる。

　なお，Edwin氏の机上には，上述のような用材，用

具などの他，貝葉本の整形⑧矯正用バインダー板，ホロ

スコープの貝葉，員葉本の木製表紙なども見られた。

3　キャンディの骨董品店における見聞

　キャンディ市内には，骨董晶店が五軒ほどあるという。

その内の一軒，Prema　Brothers店に立ち寄り，員葉
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本十三点，金属製尖筆四点を見せてもらった。

　貝葉本は，比較的新しいもののようにみうけられたが，

内一点は，表紙に銀飾りが施され，ガラス玉がちりばめ

られていた（こうした装飾経は，仏歯寺にも多く保管あ

されている）。これらの素材は，タリポットヤシの葉で

あり，シンハラ文字でパーリ語をしるしたものもあった

（表裏に七行を記す，二穴，左穴に紐）。

　何点かの医書があったが，見たところ，これらの場合

は黒表紙（木製）の小型本という点で共通しているよう

である（一穴本，二穴本）。

　さて，この店においては，また，　“Explore　Sri

Lanka”と題する薄手の英文雑誌を見せられた（A4

判大くらい，左中右の三欄構成）。近年の刊行のものら

しいが，残念なことに刊記を控えるのを侠した。

　この表紙には，ヤシの葉に刻字している二人の僧のカ

ラー写真が用いられ，誌中には，これに応じて，　‘The

Anclent　Art　of01a　Wr1t1ng’と題する記事が掲載さ

れている（4ぺ一ジ分）。

　表紙の図版によると，二人の僧は，偏担右肩に黄色の

法衣をまとい，厚目の敷物に朕坐したような形で坐り，

それぞれ右手で長い金属製尖筆の先端を持って筆写して

いる。膝の上に布を懸け，その膝頭の上に三，四枚ほど

の01a（料紙）を，左手の指で下側から重ねっまみ，こ

れに刻字しているのである17）。写される側の本（手本）

は，目前の敷物を敷いた机の上に置かれている。

　ところで，店頭でのこの雑誌をみせられた時，実は，

これを吟味するゆとりも手写する時間もなかった。ただ，

念のため，見開き写真四枚を撮らせてもらったのである

が，帰国して調べてみると，参考すべき事項も少なくな

いことがわかった。もっと丁寧に撮影すべきだったと悔

まれるが，今となってはどうしようもない。手近に，同

誌を所蔵する機関もないようである。

　そこで，以下には，判読できる範囲内で，記事の和訳

を試みたい。文中（）印は私意，…（不詳）と記すの

は，写真が不鮮明で判読できない箇所を意味する。状況

によっては，原文における原語を留め，そのまま併記す

ることがある。

［和訳］（大見出）（記事の1ぺ一ジ目）

　　　ヤシの葉に書記する古代技術

　　　Th・A・・…tA・t・fO1・W・・t・・g（鴻）

（中見出）

　　スリランカでは，オーラは紙に先行する，

　　　O1a　pre－d－ates　paper1n　Sr1Lanka

　　　　　　と，フローレンス・ラットワッテはいう。

　　　　　　　　　　　says　Florence　Ratwatte
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通行のパルプ紙　wood－pu1p　paperが，スリランカ

に姿を現した時期についての記録はない。紙が入って来

た時，スリランカ人Sr1Lankansは，既に，彼等自身，

独自に手当してCured，オーラO1aと称されるヤシの葉

製の料紙Pa1m－1eaf　writing　Paperを開発していた。

キリスト降誕のはるか以前，オーラは，広く……（2，

3語不詳），丈夫な　　（1，2語不詳），写本に用い

られていた。

　（1行あき）

　スリランカにおける仏教の伝来は，　　（数語不詳）

B．C．3世紀である。仏法Dんα肌mα（doctrine）を，そ

の本来の正しい形で記録し，保存しなければならないと

いう必要性は，文字の読み書きや書記技術の発展をもた

らすこととなった。オーラの葉o1a1eafに字を書く技術

は，おそらく，仏教伝来と同じく，インドから伝わった

とみられる。

　（1行あき）

　その初期において（そして，地方社会では，今日でも），

子供たちの教育は，村の寺院の仏教僧によって行われて

いた。（2行分不詳）…

（2ぺ一ジ目）（左欄，3段落分の計30余行分，不詳）

　（1行あき）

　オーラ典籍ola1eaf　booksとその書記技術について

の最初の記録はB．C．1世紀にある，即ち，仏典がマー

タレMataleのアル④ヴィハーラAlu　Viharaの石窟寺

院において書き留められた時である。アル④ヴィハーラ

が選ばれたのは，当時，争いで荒れていたアヌラーダプ

ラAnuradhapraの首都から時間的にも距離的にも隔っ

ていたからである。歴史書マハーヴァンサMahavan－

sa18〕によれば，500人の僧が同寺に集まり，三蔵Tripit－

akaを文字で書き記した（とある）19）。三蔵とは，仏法

の三っの容れ物という意味で，その本来の正しい形の仏

教の，パーリ語による教理をいう。

　（1行あき）

　それら最初のオーラの写本は，マータレが…（中欄，

2．3語不詳）の間に破壊された。それ以来，…（2行

半不詳），そして，オーラに書く技術は，今日なお，そ

こで実践しているところを見ることができる。

（小見出）

　　オーラは，聖なる仏典用の料紙scripturesだけでは

　　なく，この国のパピルスpapyrusでもあった20）。

　オーラは，今日でも，紀元前におけると全く同様に，

タリポットヤシtalipot　pa1m（Corypha　umbracu1i－

fera）の葉の細片で調えられる。このヤシは，スリラン
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カの海抜約900m以下の山麓の，暑い，湿気の多い渓谷によ

く育ち，巨大な（径5mくらい）扇形の葉をもっている。

このタリポットヤシは，壮大な花が…（2語不詳）勢いよ

く咲き，そして，実をっけた後，枯死する。開花は，それ

が25～30年たって成長した時にのみ，始まる。

　（1行あき）

　オーラに供されるのは，その若葉であり…（2行半分

不詳）…

（右欄，初段落の5行分と次段落の7行分，不詳，葉の

調製法を記すか）…約1時間…（前後不詳）ペプシン

（蛋白質分）を含んでいるところの…（2語不詳）は，

パパイヤの木の葉や幹StemSから採るミルク状の分泌液

である。（これらを）調合してボイルすることは，タリ

ポットヤシの葉を保護し，そのペプシンはそれを柔軟に

する。

　（1行あき）

　タリポットヤシの葉は，それから3昼夜の間for

three　days　and　nights，ひらたく乾かされ，太陽と

夜露sun　and　dewfa11にさらされる。ブロンドの調製

された細長い葉片は，ここで軟かくなり，そして，ふつ

うは，木を燃やす煙が耐久性を増すように，キッチンの

上階に貯えられる。

　書記の用とする時，オーラの葉の両面（表裏）は，横

椰子ヤシの木areCa－nut　treeの幹のなめらかな面にこ

すりつけて，美しい光沢を出す。磨かれた葉は，次に，

種々の規格寸法に裁断される。この長さの最大のものは，

3ハントスパンthree　handspans（約69cm）21）である。

重要な典籍に用いられる一般的なサイズは，長さで2ス

パンと4指（約53．6㎝）22）であり，もっと小型のサイズ

は約45c皿内外の長さである。広さ（紙幅）の同じ葉片

（細長片）を作成するにも注意をする。

　（1行あき）

　After　the　f1n1sh1ng　（以下，1段落8行分不詳，

綴じ穴について記すカ））

（次段落の2行分，また，3ぺ一ジ目左欄，1段落の8

行分，不詳）

　（1行あき）

　（次段落の6行半分，不詳），パーリ語Pa1i…（2

行分不詳），そして，医療の処方義は，ふっうはシンハ

ラ語で，すべてオーラに記録された。伝統的には，占星

図（天宮図）の書は，いつも，長いオーラ葉いっぱいの

巻物に記された23）。

　（1行あき）

　書く必要ができた時，調製されたオーラ葉は，まとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とがられていた包みから一つずつ持って来られ，先の尖った

パンヒンダρα肋加dαと称される鉄筆Sty1uSで筆記され

る。伝統的に，これらの鉄筆には，仏教的シンボルで精

巧に彫刻されたにぎり24）がっいている。

　（1行あき）

　書記には三種類の鉄筆が用いられた，即ち，んα8伽

は，大きな字を書く時，8加んαは，円形のものを書く臨

そして，んα閉αは，優美な，小さな字を書く時，用いら

れた25）。

（小見出）

　　オーラ典籍は，空白を埋めるために，いつでも図解

　　されるというわけではない。

　書記用のオーラ葉の調製が難しいため，学者たちはそ

の節約にっとめ，また，表現と書体（書記方法）との双

方において，多くの節約手段を見出した。略語（省略

形）とある種の音声記号一ちょうど，速記法のような

一が用いられる。オーラ葉の損傷を避けるため，点d－

otsは用いられず，文末に置く句読点stopsは，羽根形

記号feather　symbo1で表わされる。文字の直立した配

列は争時々，空白のむだをなくすために用いられる。

　（1行あき）

　オーラ葉に書くことは，高度に熟練した…（右欄，第

1段落の9行分，次段落の6行分，不詳）
　　　　　　　　　　　　すす
この過程はんα妙・・（不詳）煤を塗布して磨くこと，と

称される。

　（1行あき）

　ランプの煤のぺ一スト（ナチュラルなオイルランプの

フレームカ）ら得られる）…（1語不詳），加肋πα

（Kokoona　zey1anica）26）と称される樹脂が写本に擦り

込まれる。　（2，3語不詳）煤のぺ一ストは　（2，3

語不詳）をくっきりさせる，　（2，3語不詳）ソヤー

プで鮮明な　（2，3語不詳）に書く　（2，3語不詳）

金色のオーラの葉，肉太の…（3，4語不詳）のような

（数語不詳）麦わら色の　（3，4語不詳）に描く

（不詳）。写本は，軟らかい布でふかれ，冶〃α肋απ

（mi1－1et；E1eusine　coracana27）の（3，4語不詳））

（の粉）で磨いてつやが出される。

　（1行あき）

　オーラ葉典籍は，たいてい，空白を埋めるために図解

が入れられる。時折，2，3の装飾や図表の…（2，3語

不詳）。

　　（図版一写本を読む僧と写本三点。写本の内一点は

　　　　巻子本で，左端⑧右端は巻かれた状態。中央部

　　　　に図絵らしきものがみえる。他二点は，1穴本

　　　　各1葉。
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　　（説明文）僧は，オーラの葉に書かれた占星図を抜

　　　　き読みする。

　オーラ本の表紙は，いっでも美しく書き上げられ，そ

して，ぜいたくに飾り付けられる。彫りものが施され，

塗料を塗った木，銅，銀，あるいは象牙さえもが用いら

れる。

　（1行あき）

　王の命令書は，しばしば，オーラに書かれ，表紙は美

しく装飾された。キャンディ王朝時代（15世紀一19世紀）

から伝わる実物は，渦巻の装飾で飾られ，金の縫り糸で

刺繍が施され，赤や青の絹の小突起が着けられている。

　（1行あき）

　オーラの葉を作り，そして，書くという技術は，今，

仏教僧侶の小さな宗団や2，3の伝統的な占星術師たち

に限られている，一たとえ，オーラが，今なお，占星

図の記録や儀式的目的に使用されているとしても。・

（4ぺ一ジ目右欄，初段落の9行分，次段落の内の5行

分ほど，不詳）

実際に書いている，そして　（2，3語不詳）マータレ

にあるアル㊧ヴィハーラで見ることができる，キャンディ

Kandyの　（2，3語不詳），そして，たいていの寺

は，いくらかのオーラ葉の写本を有しているであろう。

それらは，訪問者の申し込み次第，見ることができよう。

コロンボ国立博物館には，古代の写本の陳列晶がある28）。

　（1行あき。）

　どんな旅行者も，記念晶としてオーラ葉本を買いたい

という。税関当局は，古美術品として扱われるような50

年以上たったオーラ葉典籍が（あるいは，何か他の晶物

でも），国外に持ち出されることを許可しなであろう。

圭写年代のより新しいオーラ葉典籍の持ち出しでも許さ

れないであろう，一それらが古美術品ではないと証明

する明確な方法がないからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

　和訳は，以上である。文中に挿入されたモノクロ図版

五点の内には，横に長い巻き物状の貝葉本が写っている

ものもある（注23参照）。これは占星術（horoscope

read1ng）と説明されるが，貝葉典籍圃文書の内には，

用途や性格により，巻子本仕立も存在していたところに

注目される。

　文中，不詳として残したところが少なくない。図版の

説明文にも読めないものがある。今後の調査に委ねたい。

4　1930年代における作成記録

コロンボ国立博物館には，W．A．DE　Si1va氏編

忠　夫 69

“Cata1ogue　of　Palm　Leaf　Manuscripts　in　the

Library　of　the　Co1ombo　Museum”Vo1．1の刊行

がある（1938年）。

　この巻頭に位置するINTRODUCTION（同氏筆，24

ぺ一ジ分＜W～1㎜V＞，1938年3月，コロンボ）のなか

には，貝葉本の素材，形態，作成方法などに関する記事

もみえている。

　今から50余年ほど前の言己述ではあるが，むしろ，それ

だけに，既に，状況も大きく変わってしまった今日から

すれば，貝葉本の，より本来的な様相を知る上で，貴重

な文献であると認められよう。以下には，その要目を抄

出し，和訳しておきたい。施注は，すべて私意による。

　意訳した方が楽だと思われるところも少なくないが，

原文の細かなことばづかいや語旬は，できるだけそのま

まに伝えるべきであろう。原文の誤解，誤訳については，

大方の御叱正をいただき，後日に，修正していきたい。

なお，シンハラ語争サンスクリット語，パーリ語，また，

国名（地名），人名などにっいては，原文の綴字を残す

ことがある。（　）印は私意。

　［和訳］

　（前略，13ぺ一ジの28行目まで省略）

　（13ぺ一ジ，29行目から訳す）

　書くことWritingは，最も早い時期からシンハラ人

S1nhaleseに知られていた。　マハーウァンサ
Maha▽a卯sa29）は，B．C．500年も昔から文字を書いてい

たと伝える，しかし，この時期の書物，あるいは，記録

は発見されていない。セイロンCey1onにおける文筆活

動は，B．C．300年頃，仏教の導入の時期まで湖ることが

できる。

　二種類のヤソから得られる葉が，書記Wr1t1ngの目的

で用いられる。パルミラヤシPa1myra（Bo1・α88α8

∫Zα6θZ蜥oグm乞8L．）は，その一つである，しかし，そ

の調製された葉は，たいてい，レターやノートを書く場

合に用いられ，重要な書物を書く場合には用いられない。

実際，あらゆる貴重な書物は，タリポットヤシTalipat

pa1m（0orツPんαω肌6グαc〃加rαL．）の調製された

葉に筆記される。コリファヤシCoryphaは，最も大き

なヤシの内の一っで，セイロンでは，40～80フィート

（12～24m）の高さまで成長する。この木が成長し切る

までには，40～100年を要する。この木が枯死する時，

その樹頂から20フィート（6m）を越える高さまで花房

を放出する。

　書記用の葉を調製するための素材は，こうしたヤシの

若い木から，しかも，若くてまだ開かない幼葉budsか

ら採取される。それぞれの幼葉は，16～20フィート（3
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～6m）の長さであり，80枚から100枚の節葉1eaflets

をもっている。葉身は，それぞれの節葉にある主脈rib

でニツ折になっており，滑らかで強靭で，そして，クリー

ムがかった色をしている。

　書記用の葉の調製には，多大の注意が払われる。求め

られる素材は，重量においては軽く，色においては明か

るく，生地においては強く，そして，性能においては耐

久力のあるものである。若い木は吟味して選ばれ，そし

て，幼葉がそろそろ開こうとする兆しを見せた時，葉は

切って離され，そして，切り開かれ，葉の中の節葉はそ

れぞればらばらにされ，そして，一っずっ取り外される。

節葉の中脈midribsは取り除かれ，そして，軽く巻いた

葉身の細長い切れは，冷水cold　waterで満たされた深

なべpotに浸される。なべvesse1は，その水が徐々に沸

いて，その温度が変化した後，沸騰点に達するまで，弱

火にかけられる。そして，その葉は，3時間から4時間，

そのままぐっぐつ煮続けられる。その葉は取り出され，

太陽の強烈な温度the　sun’s　fu11heatにさらさないよ

う注意しながら，3日間，ひなたでin　the　sun30）乾か

される。続いて，その葉は，戸外で，3晩，夜露にさら

される31〕。ヤシの葉は，これで軟らかくなる。

　こうして調えられた葉身は，ロール状に巻かれ，その

後，磨いて仕上げする工程に委ねられる。磨く時，それ

ぞれの葉身は引き出され，その一端に1個の重りが着け

られる。その葉は，それから，手頃な高さで2本の柱に

結び渡された丸太の滑らかな面に当てて，強く引き，上

げ下げされる。ふっう，用いられるこの丸太は，アレカ

ヤシarecapalm（λrθcαoωθc肋L．）32）のっるっる

になった幹が用いられる。

　（14ぺ一ジ）

　貝葉本用の葉Book1eavesは，葉身を一定の長さに

切って作成される。平均的な貝葉の長さは，9インチか

ら32インチ（22．5cmから80c皿）に及び，その幅は，2イ

ンチから2％インチ（約5cmから約7㎝）に及ぶ。員葉

の長さは，その葉身のサイズ次第である。それぞれの貝

葉は，その長さのどの部分も，ほぼ同じ幅をもたせなけ

ればならない。葉身は，その先端で狭くなっている，っ

まり，この貝葉の長さを決めるに際し，この点が考慮に

入れられる。より大きな貝葉は，たいてい，ぶ厚い書物一

一たとえば，三蔵経典Pitaka　Texts33）や註釈書のよう

な一となる重要な写本を写す場合に使用される。本生

経註釈J砒aka拭ha　Katha34）やシンハラ語の本生経本

S1nha1ese　J砒aka　Potaは，それぞれ，1，000葉を越え

るものであり，27．5インチから32インチ（約69cmカ）ら80

c皿）の長さ，2．5インチから2％インチ（6．25cmから6．9

C皿）の幅の貝葉に書かれている。こうした貝葉が，求め

られる長さで裁断されて後，それらは，鋼鉄製の穿孔器

を用いて二穴two　ho1esをうがたれる。うがたれる二つ

の穴の間隔は一定のルールによる。

　“葉を三つに折りなさい，それを広げ，再びそれを四

　つに折りなさい，そして，いっぱいに広げなさい。そ

　の二回の折りによってできたり折り目の間で，二穴を

　うがちなさい。’’（これは次を英訳したもの）

　　　（続いて，シンハラ字によるサンスクリット語の

　　　VerSeで上記と同じことが記されている。省略。）

　こうした長さで穿孔された貝葉は，二穴それぞれを通

して，かつ，前後両サイドの木製表紙を通して，通し目
　　　　　と
釘で一緒に綴じられる。この貝葉の東は，しっかりと締

められ，ひとまとめに圧縮される。左右天地の小口に，

焼けたコテが当てられ，ふぞろいにはみ出した部分は焼

いて除去され，貝葉全体は，一定の長さと幅に調えられ

る。この焼き焦がすという工程は，また，貝葉本を湿気

やかびから確実に保護することになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　とが　ヤシの葉の書記は，スチールの先を尖らせた尖筆

styleで行われる。尖筆の先端は，時々，写字者copyist

がみずから携帯している，オイルを塗った砥石でとがれ

る。文字を整えるラインは，貝葉の表面に刻みを入れて

作られる。尖筆は，熟練した技術で使用されねばならな

い。尖筆は，その書記作業に適したものが用いられる。

その形，その長さ，また，その重さは，筆写者が，就業
　　　　　　　　　　　　あんぱい
中，肉体的に楽であるように按排される35）。尖筆の長さ

は10から20インチ（約25から50cm）と多様である。その

長さがどのようであっても，尖筆は，鋭く尖った先端部
　　　　（ママ）
に加え，四っの部分を有する。これは，chatra（サ
ひ　　よ　　け　　　　　　　　　　　リーフ　　　　　　　チュープ　　　　　　　　　　ポール

ンシュード），patra（葉），nala（管），gandam（球），
　　　　　　　　　　　　　ポデイーそして，1ekan1ya（筆としての身部）36）として知られて

いる。これらの部分は，それらの一般的な形状のとおり

に命名されている。これらの部分のそれぞれの長さの割

合は，決った比率を有している37）。もし，その尖筆が，

20の部分に分けられるとすれば，chatraは4，patraは

2，na1aは3，gandamは1，そして，lekaniyaは10
である38）。

　寸法は，次のように記されている：一

　　　（続いて，シンハラ字によるサンスクリット語の

　　　VerSeで，Catra以下，上記と同じ比率が記され

　　　ているが，省略する）

　尖筆は，金，銀，銅，即ち，真鍬のような金属で作ら

れ，装飾があってもなくても，鋭い筆先を形成する鋼鉄

が，その先端に取り着けられている。

　ヤシの葉に筆刻される文字の大きさは，一律である。
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次の一節VerSeは，文字を筆刻する際に守らねばならな

い作法について述べている一

　　　（続いて，シンハラ字によるサンスクリット語の

　　　VerSeで，次と同じことが記されているが，省略

　　　する）

　“均一の軽い力で，その下部，上部，側部，頭部の一

　筆∵筆をうまく調えながら文字を書きなさい。’’

　文字のふっうの大きさは，1インチ（約2．5cm）に7

～8字，2～2．5インチ（約5～6．3c皿）幅の一葉に8～

10行である。例外があり，たとえば，儀式的な重要な行

事の折に朗唱される経S砒r直を集めた大ピリット書

Maha　Pirit　Pota39）の場合においては，文字は大きく，

1インチに約4字，2．5インチ幅の一葉に4行である。

　シンハラ文字は，曲線とその円弧から成り立っている。

文字には，頭部，体部，上方への運筆，下方への運筆，

そして，側部の運筆がある。写字者たちには三流派があ

り40），各々は、文字を記していく場合に，それぞれ独自

の字形を有している。これらの字形は，　［キ］注キ

（ha］a）象，　〔ク］注ク　（s1nha）ライオン，　［ケ］鮒

（hamsa）白鳥として知られている。“象”では，文字

は豊満で，そして，丸まっており，“ライオン”では，

それらは方形をしており，“白鳥”では，これらは肉細

で幅が狭い。こうした字形にっいての綿密な研究により，

通例，その写本の作成された地域を特定することができ

る。

　（15ぺ一ジ）

　写本のぺ一ジ付けは，各葉面（各ぺ一ジ）毎ではなく，

各葉毎に行われる。一葉に表裏二面をもっ料紙は，初め

の葉面にのみ，ぺ一ジ付けを行う。書籍の第一葉には，

縁起のよいことばSvasti　［コ］注コ41）が，その下に

［サ］注サkaを伴って位置し，そして，次下の各葉には，

ka［シ］注シ，その他が記される，一これらは，サン

スクリソトの字母Sanskrlt　alphabetの，34ケの子音

が，14ケの母音を，また，子音と16とおりの結合をする

anusvara・血g42）やVisarga；43）を伴ってできる，総

計544ケの記号s1gnsである。Anusvara　。は，
［ス］注ス，［セ］注セ　などのように，また，一つ（の円）

をもう一っの上部に置いた二っの円をもっVisarga

（気息音）は，［ソ］注ソ，［タ］注夕，などのように書かれ

る。

　次は，写本のぺ一ジ付けに使用される544ケの記号で

ある：一

　　　（［チ］注チ，以下，34行，各行16ケ，総計544ケ

　　　の記号が列挙されている。省略する。）

　（16ぺ一ジ）
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　本の葉数が544を超える場合には，ka［ツ］注ツに

dVa［テ］注テ44）（第二）という語を付け，もう一度始め

る。もし，三度目に入れば，　［卜］注トtri（第三）45）とい

う語が現われる。ある世俗書には，アルファベットの文

字の代りに特異な記号が用いられる。これらの図形集と

しては，Lit　Lakuna，46）即ち，占星術の天宮図に用い

られる記号集などが知られている。

　次は，その数字の字体表である：一

　　（［ナ］鮒　以下，総計19ケの記号が列挙されてい

　　る。省略。）

　上記の記号の代りに，シンハラ語の字母の一定の文字

がしきりに用いられる；

　　（［二］注二以下，総計10ケの記号が列挙されてい

　　る。省略）

　（17ぺ一ジ）

　写本における訂正は，文字を書く行の下に行われ，こ

うした訂正行は1⊃αグひPθZα（子供の文字行）仰）として知

られる。削られねばならない語や段落がある場合，その
　　　　　　　　　　　かっこ
語や段落の両端は二個の括弧蝸）で括られる。この行為は

γαグαんαπとして知られる。

　今日，見出される写本は，現代文字で書かれている。

パーリ語やサンスクリット語と混和する前のシンハラ

語は，10ケの母音と20ケの子音で構成されていた，

即ち：一

　（30ケの記号が列挙されている。省略。）

　（中略，17ぺ一ジ10行目から21ぺ一ジ29行目まで省略

　する。文字や符号の形態⑧用法，また，書物の内容，

　性格，書き出し，その他についての説明がある。）

　（21ぺ一ジ，30行目カ）ら）

　貝葉の書記においては，初めに筆刻された文字行が薄

く，輪郭もはっきりしないので，写本として使用される

前に，文字を黒くしなければならない。

　文字を黒くすることは，樹脂　［ヌコ注ヌ49）を蒸留して

調製されるインクをもって行われ，樹脂には，焼いた葉

を粉砕し、ふるいにかけた炭粉を加える。通例，このた

めに供される葉は，わたの木cotton　p1ant（G088－

W虹肌ゾのそれである。そのオイルを調製する時に利

用される樹脂は，古い砂鉱床に出現するところの，稲田

や湿地性の地所カ）ら掘り出される。蒸留器は，三分の二

まで，Kakuna　［ネ］淋　（0α1zαr〃肌舵vZαがcひ肌

B1）51）やDivu1　［ノ］注ノ　（Fθro加αθZθρんαπ赦m

Corr．）52）のような木の，樹脂を多く含んだいくらかの

根茎をいっしょにして，その樹脂で満たされる。

　蒸留器は，頂部を粘土で封じられ，火にかけられる。

火に，あまり近くすると，蒸留器の内容物が焼け焦がさ



72 スリランカにおける貝葉文書⑧典籍

れてしまうので，1．5フィート（約45cm））離す。加熱は，

　　　　　　　　　　　　　　　チュープ樹脂を多く含んだオイルが蒸留器の管から流れ出てくる

まで続けられる。このオイルは，暗褐色をしている。オ

イルと焼いた葉の粉末とから成る濃い真黒な混合物は，

親揖と4本指との間に持たれたくず布の切れ端に着けら

れ，そして，ヤシの葉の，余白も含め，その全面すべて

に，ゆっくりと塗り着けられる。その葉面は，次に，ふ

るいでこした米のぬかで，きれいにふかれる。このぬか

は，その表面から，油っこい樹脂に富む物質を取り去り，

筆刻された文字は，濃い黒色のまま残る。樹脂を多く含

むオイルは，また，この貝葉を保護する働きも有してい

る。

　（中略，21ぺ一ジ44行目カ）ら24ぺ一ジ16行目まで省略

　する。スリランカの写本の年代性，五種の暦などにっ

　いての説明がある。）

　（24ぺ一ジ，17行目から）

　貝葉写本は，いつでも，図解されているわけではなく，

装飾的な頭文字1n1t1a11ettersをもっわけでもない。一

般的なJ互taka物語（注34参照）の写本の誇節のなかに

は，Vessantara　Jataka53）のように，線画風の図解が

見出される。これは，たいてい，仏教寺院の壁に絵がか

れた，そうした物語に関する着色画（注34参照）の後に

かかれている図解である。医術，占星術，そして，呪文

（マントラ）54）に関する書物においては，写本は，しきり

に，本文内容やツα耐グα55）の形体を説明しようとする図

形励α8γα肌8で図解される。

　貝葉写本に現われる図解は，一般的に，その職人の趣

味と技量を示している。

　完成した写本は，それが，実際に，図書室に配置され

るような本となるまでに，さらなる過程を通過しなけれ

ばならない。

　こうした過程の第一は，二枚の書表紙を傭えることで

ある。これらの表紙は，書物本体の貝葉より，わずかば
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふちかり張り出した大きさに作られる。その縁は斜角をっけ

られ，貝葉本体に接する，その内面は，平らに，なめら

かに作られ，そして，時には，彩色されている。

　貝葉本の表紙は，ふっう，肋o仰（1）6ospW08

θ6θπひ肌　Koen）56），　Gamma1u　（P妙㏄α1T眺

肌αグ8α＝ρ地肌Roxb．）57），Iron　wood一（〃’θ8αα∫θググθα

L．）58），Va1sapu（〃乏c加〃α加Zαg6グ乞cαZent．）59），

M111a（γ晩πα肋88乙mαRoxb）60〕，そして，Jak

（ル乙㏄α㎎鵬乏1肋g〃o肋Roxb．61）のような，堅材

で作られている。それらは，よく磨かれ，しばしば，顔

料，また，ラックによる彩色画で装飾される。彫刻され

た板，銀，金，象牙で飾られた板，そして，艦甲製の表

紙，また，宝石や準宝石のはめ込まれた板もある。幾点

かの員葉本の表紙は，銀，金，また，象牙で作られ，熟

練した職人たちによる装飾的な意匠で仕上げられている。

こうした表紙における彫刻，図絵，また，打出し模様は，

通例，（先端が）渦巻模様，また，花柄，そして，幾可

学的なデザインで構成される。

　書物の貝葉とその表紙は，重ねた貝葉と前後の表紙の，

うがたれた二穴の左側の穴を貫き通すところの紐で，いっ

しょに括られる。紐は，定まったしきたりどおりに作成

される。それは，綿糸，即ち，Niyand－a　leaf
（Sαπ8ω乞θグ乏αzθvZα加oαWil1d．）の繊維から作った

糸で作成される。その糸yamは。漂白しないままで，

そして，軟らかい。これらの四本，または，八本の糸

StrandSは，いっしょに編まれる。ふっうは，四本の糸

が使用される場合は二本の紐StringSが，また，八本の

糸が使用される場合は二組の紐が，それぞれ用いられ，

一方は青く，他方は赤く，または，両方とも青く，ある

いは，赤く，着色される。編まれた紐は，軟らかく，そ

して，太い。四本の糸が使用される場合，その形態

th1cknessは平たくなった外観を呈し，そして，八本が

使用される場合，その形態は丸い。

　この紐は，貝葉をいっしょに括る。紐は，貝葉を扱い

やすくするため，長いままにされる。貝葉本が重ねたた

まれる時，紐はうその左（左穴）から始めて，たがいに

ぴたりとくっっけて10回，それから，本の中央を5回，

そして，右方に（移って）63〕3回，また，3回，そして，

二組を交差して，巻かれる。

　　　（続いて，シンハラ字によるサンスクリット語の

　　　VerSeで，上記と同じ巻き方が記されている。省

　　　略。）

　その紐の一端には，金，あるいは，’銀，あるいは，堅

い木，あるいは，コインで作られ，その本の巻頭に位置

する前表紙の穴（左穴）の上に置かれた，装飾用の大メ

タルmedal11anが結び着けられる。その紐の他の一端

には，飾り房，あるいは，ビーズが結び着けられる。

　ヤシの葉に，文字なりメッセージなりが書かれる場合，

それが受取人に発送される前に，重ねたたまれ，そして，

ヤシの葉の細片　［ハ］注ハびδr伽〃αで縛られる。もし，

これが一巻きであれば，この書状は敵対者に，二巻きで

あれば，友人に，三巻きであれば，親戚に，四巻きであ

れば，その家族の誰かに，五巻きであれば，両親か兄弟

に，六巻きであれば，恩師に，そして，七巻きであれば

国王に向けて，それぞれ，意図されたものである。

　　　（続いて，シンハラ字によるサンスクリット語の

　　　VerSeで，上記と同じ巻き方が記されている。省
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　　　略。）

　仏典は，崇敬され，絹，または，上質の綿布で包まれ

る。こうした写本は，単なる書物叩ota（本）”では

なく，　“Potvahanse”高貴な，即ち，崇拝すべき書物，

して知られている。

　（25ぺ一ジ）

　ヤシの葉に書物を写していくことは，訓練と熟練を要

する技術である。文字学習は，仏教寺院学校Budd1st

Pansala（Temple）Schoo1s64）に通う児童の教育の

一部である65）。その学習の第一段階は，砂板sand

board66）の上に文字をなぞり書きすることである。細

かな，ふるいにかけられた砂が，地面の上か小台の上か

に置かれた一枚の板の上に広げられ，それぞれの字母

each　letter　of　the　a1phabetを大きな字で書く。生徒

は，文字の名前the　name　of　the　letterとその説明1ts

description67）とを繰り返し，そして，先生の文字の

上に，彼の中指で，正しい書き出し“head（文字の起

筆部）”で書き始めること，また，正しい書き終わり

“foot（文字の終筆部）”で書き終わることを，なぞり

書きする。生徒は、その文字の説明，発音，そして，字

形に精通するようになるまで，それを繰り返し，なぞり

書きする。たとえば，a［ヒ］注ヒは，頭頂部で起筆し，

下行曲線を下方へたどり下ろし，そして，輪形部の中で

上方へ線を上げ，その文字の頭部に調和する曲線をっけ

て書き終えるよう，なぞり書きする。この文字全体は，

途中の切れることのない，一筆書きでなぞられる。字母

の他の文字も，同様になぞり書きされる。

　活字体にならないシンハラ文字を書くには，決まりが

ある。事実，すべての文字は，文字の起筆部で始まって

その終筆部で終わるまで，途切れることのない　筆書き

で書かれねばならない。生徒が砂板で文字のなぞり書き

に精通した後，彼は，それらを砂の上に，みずからの責

任で，写していく。

　書記練習の第二段階は，ヤシの葉で，通例は，

Palmyra　pa1m（Borα8舳8∫Zα6θ〃ゲorm乏8）の葉の

細片で，行われる。これらの葉の上に，先生は
U1katuva［フ］注フ68）として知られる，先を鈍くした尖

筆b1unt　styleで字を書く。生徒は，この尖筆の使い方

と，ヤシの葉に書かれたその文字の上をそれでなぞり書

きすることを学ぶ。文字は，彼が文字面をなぞってその

葉を彫り抜いてしまうまで，幾度もなぞり書きされる。

この過程は，　“Satahan　Kapuma”［へ］注へ下図を切

ること69）として知られている。

　次には，先生が，Ta1ipat（0or〃んαα肌6rα一

cαzψrα）で作った粗造の貝葉を使用し，模範の文字行
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を書くという，第三の練習の段階がやってくる。生徒は，

その行の下方に，その見出しの模写をしながら書いてい

く。この時，彼は先端を鋭く尖らせた尖筆
Panh1nda［ホ］注ホを使用し，そして，貝葉に文字行

を刻むことを学ぷ。書記練習の最終の段階は，調製され

たTal1patの貝葉で，童写本に用いられるような細かな

文字をもって行われる。

　貝葉の筆者は，書物を目で読むことに熟達し，そして事

写本を正確に書写できるように，語や文に精通しなけれ

ばならず，また，彼が，複写本を作る，その原本におけ

る誤りを見抜くことができなければならない。

　写本の作成は，主として，仏教の僧たちによって行わ

れる。若干の俗人は，それを，商売として行っている。

　（中略，25ぺ一ジ28行目から同42行目まで，及び，脚

　注を省く。セイロンの仏典は，南インド，中国，ビル

　マ，シャムヘ伝わっていった，等の説明がある。）

　（26ぺ一ジ，1行目から）

　たいていの仏教寺院V1hara（Buddh1st　Temp1es）

では，写本をしまっておくための部屋は，別に設けられ

る。より重要な仏教寺院においては，その目的のため，

別棟の建物が用意される。この図書室（図書館）は，

P〇七gu1am）として知られる。書物は，丈夫な木製の箱，

あるいは，扉でしっかり締められる棚の上に配置される。

仏教寺院の図書室は，法Dhamma一仏陀Buddhaの

教え一の保管所として尊敬される社会的機関の一部で

ある。数々の仏教寺院は，写本の複写をさせるため，写

字者を雇用する。図書室は，仏教寺院の威信を増す貴重

な財産である。

　写本のコレクションは，数々の地方の村における，そ

のVedara1a（医術者），Nakat　Rala（占星術師）71），

Kapura1a（神々をなだめる人）72），そして，Kat頂di

Ra1a（まじないをする人）73）の，また，善良な魂と邪悪

な魂とをっなぐ儀式の家々で，見出される。そうした書

物の大部分は，彼ら自身によって，彼らの仕事の不可欠

な部分として維持される。これらのコレクションは，家

族の中で，父から子へと伝えられる。その子は，彼の同

僚から入手した本を複写することにより，それをさらに

増やしていく。人は，彼自身のコレクションに持ってい

ないかもしれない本の複写を得るため，長距離の旅をし，

多大の時間と労力を費やしたものであった。

　シンハラ文字で書かれた写本には，三種類の言語，即

ち，シンハラ語，パーリ語，そして，サンスクリッ。ト語

が見出される。シンハラ人により，共通して，かつ，日

常に行われてきたシンハラ語は，2，500年にも及ぶ生命

力を示しながら，存続し，成長し，そして，変化してき
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た。それは，シンハラ人の生活変化にみずから順応し，

折々に導入される新しい信仰Cu1tSや新しい思想ideaSを

ことばで表現してきた。

　パーリ語の本は，仏教の導入とともに用いられるよう

になった74）。シンハラ語は，速かにパーリ語から多くの

ものを吸収し，そして，仏教を解説するため，長大な註

釈書や解説書が，シンハラ語で編纂された。

　サンスクリット語は，当時75），芸術，科学，そして，

文学に関する書物が著述された言語であった。侵略者が

南インドからやって来た時76），シンハラ語は，新しい思

想ideaSを拒まなかった，そうした思想を表現すること

ばを欠いていたためである。先生がビルマBurmaやシャ

ムSiamからやって来た時77），シンハラ語は脇に押しや

られることはなかった。西洋から入って来た侵略者78）は，

この国のことばに影響を与えることはできなかった亨と

はいっても，シンハラ語は，連続的に，ポルトガル語，

ドイツ語，そして，英語の影響をこうむることとなり，

こうした言語に由来する少数の語は，比較的に広く一般

に使用されてきている79）。

　もともとのシンハラ語は，Vijaya王子80）と，彼に続

いてこの島にやって来た移住者により，セイロン

Ceylonにもたらされた。彼らの言語は，定着し，そし

て，原住民，セイロンのYakkaによって使用されてい

た言語に取って代わるまでに成長した。Magadha

La1a81），Vanga82），そして，K亘1inga83）で使用されて

いたこの言語は，各種方言をもつPrakr1ts84）である，

シンハラ語もまた，これらのインドの言語と同様に，一

っのPrakritであった。

　（後略，26ぺ一ジ30行目以下を省く。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

　その要目の抄出，和訳は，以上である。貴重な，かっ，

具体的な記述がみえており，いろいろな意味で興味深い。

一部には，これまでに見聞したところと異なり，矛盾す

るようなところもあるが，これも含め，全体的な追跡調

査が必要であろう。

5　所蔵機関について

　スリランカにおける員葉文書魯典籍は，仏教寺院や個

人，博物館などに所蔵されている。

　仏教寺院のそれは，キャンディの仏歯寺に代表される。

　キャンティ（Kandy）は，スリランカの歴史上，最

後の王朝（159485）～1815年）の都が置かれていたところ

であり，その仏歯寺は，釈尊の犬歯を納めた寺院として，

仏教徒の絶大な尊崇の対象となっている。Temple　of

the　Sacred　Tooth　Relicと通称されるが，正しくは，

Da1ada　Maligava寺という。

　仏歯寺の正門から右手に，遠くからでもよく目立っ白

い八角堂Pattirippuvaが建っている。最後のキャンディ

王ラーソヤソンハ王SriV1krama　Ra］as1mha（1798

～1815年）により，19世紀初めに建立されたものという。

英国占領時代（1796～1948年）には留置所にされていた

こともあるというが，今は，Potgu1a，即ち，図書室に

なっている（注70参照）。

　この図書室には，壁面と中央の書架（ガラス，木製）

いっぱいに美装の貝葉本が納められている（若干の洋装

本も所蔵する）。横に長くて厚い大型本，また，それほ

ど厚くもない中型本が多く，ほとんどは仏教の経典かと

みられる。

　表紙は，木製で，装飾⑧彩色に富む。二穴の内の左方・

の穴に紐を通し，やはり，アル蝿ヴィハーラ寺における

と同じく，ニケ所で括っている。但し，薄いものは，一

ケ所だけで括ることもある。

　博物館では，キャンディとコロンボの国立博物館にそ

の所蔵がある。

　キャンディ国立博物館　（Kandy　Nationa1
Museum）では，いろいろな員葉本，また，金属製の

各種の尖筆，01a　Leavesを磨いてっや出しをするため

の，け）Patassaといわれる小型の二股器具や（口）石のおも

り（Stone　weight），絵や図形を描くための鉄製のコ

ンパス（コンプクション，18世紀）などがガラスケース

内に展示されている。

　貝葉本は，大小27点86）が展示されている。パルミラヤ

シとタリポットヤシとによるもので，大体，200～300年

前位のものが多いとされる。各葉，表裏に渡り，シンハ

ラ字で古シンハラ語争サンスクリット語などが記され，

中には，細密文字を用いたり，図絵や彩色を有したりす

るものがある（表紙にも彩色のものあり）。

　葉数（料紙数）の多い書物20点（蛇にかまれた時の処

置法などの医書など）と，その数葉程度の7点（護符，

まじない書など）とに二分されようが，後者は，おおむ

ね，前者より小型で，図絵を伴うものが多い。

　形態上，前者は，ふっうの横に長い形式で二穴方式

（左穴に綴り紐）による（まれに，一穴方式もある）。後

者は，しかし，そうばかりでもないようである。たとえ

ば，その内の一っに，貝葉の数葉（6葉綴りのものが目

にっいたが，3葉のものや18葉，その他のものもある）

を平行して並べ，それぞれの縁を糸で細かく，あるいは，

3ケ所で縫い綴って折本仕立てとしたものがある。しか

も，これを横置きに用いたものもあれば，縦置きに用い
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たものもある。また，開いた全面に大きく仏陀の絵を書

くものもあれば，各葉それぞれに絵（ヒンドゥの神や蛇

の絵など）や呪文，符号を書くものもある。こうした場

合は，料紙の中ほどに綴り紐を通す穴は必要なく，現に

そうしたケースが多いのであるが，中には，その中央に

一穴，また，左右に二穴の綴り穴を有するものもある。

これは，思うに，もと，全葉を重ねて綴り紐を通す形態

にあったものが，後に改装されたのではなかろうか。

　後者には，また，別種の折本仕立ても2点ほどみられ

た。たとえば，シンハラ語，タミル語，英語で‘OLD

OLA　ALMANAC　WITH　CASE’　（古いヤソの葉

の暦書）と解説される1点は，料紙（ヤシの葉3葉）を

長く継ぎ足していき（長い葉の端をぎこちなく糸で縫い

継ぐ），後，これを10cm前後の間隔で，山折り⑱谷折り

交互に折りたたんだ形態となっている（18折）。同じく

ヤシの葉を縫い合せて作った専用の収納ケース（書蛛

⑧＜33，190，141＞，有帽形式）に納めるようになって

いるが，文字は，折られた各葉面の各々に横書きで記さ

れているから（表裏とも4～5行。他の1点は一面に8

行），これは，明らかに当初から折本として仕立てられ

たものである。

　その素材の材質からすれば，これらが，はたしてどれ

ほどの耐久性を有していたか，不安に思われる87）。しか

し，こうした折本仕立て（二様）が，スリランカという

貝葉文化圏に存在していたことにつき，我々は注目して

おいてよいであろう。これは，先の巻子本仕立てについ

ても同様である88）

　さて，貝葉本が最も多く所蔵されているのは争コロン

ポ国立博物館（Co1ombo　Nat1ona1Museuエn）であ

る。ここには，その別館として図書館が併設されていて，

5，000冊を超えるシンハラ語の員葉本が所蔵されている

という。閲覧は，会員制で，あらかじめ申し出なけれは

ならない89）。

　同博物館には，　“Cata1ogue　of　Palm　Leaf

Manuscrlpts1n　the　L1brary　of　the　Co1ombo

Museum’’，Vol．1（1938年，Co1ombo，412ぺ一ジ，

26．5cmx29．4cm）の公刊があり，こうした博物館に所

蔵される，ほとんどの価値ある貝葉本は，これに登録さ

れている。

　本書には，都合2，456点が登録され，英語で解説され

ている。内訳は，大体，次のようである。

　IntrOduCtiOn

　I　Thδravada（上座部）Buddh1st　L1terature，

　　Pa11，S1nhalese，and．Sanskr1t，　1n　S1nha1ese

　　script
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　（a）Vinaya（律蔵）

　（b）Sutta（経蔵）

　（c）Abh1dhamma（論蔵，対法）

　（d）Genera1

　（e）Add1t1ona1Manuscr1pts

1皿　　Thδrav邑da　Bud－d－h1st　L1terature，Pa11，　1n

　Burmese　and　KambOdian　script

　（a）Vinaya
　〈b）　Sutta

　（c）Abh1dhamma
皿　　History　and　Tradition

IV’　Grammar　and　Lex1cography

VProsod－yand．Poetry
W　　Art

Appendix一補遺，書名索引＜ローマナイズとシン

　　　　　　ハラ字＞，著者索引＜ローマナイズ＞，

　　　　　　事項索引＜ローマナイズ＞

各写本は，番号⑧書名，次いで，素材（ヤシの種類），

葉数（ぺ一ジ数），寸法（横⑧縦），本文の行数と長さ，

また，文字の形態樽大小，所用言語，といった点にっい

て略記され，必要に応じて，その首なり尾なりの本文が

シンハラ文字で翻字されている。

お　わ　り　に

　本稿では，スリランカにおける員葉文書㊧典籍の作成

方法について述べてきた。具体的な様相が，かなり判明

してきたように思われるが，第二節，第三節，第四節を

較べてみると，補い合うところは多いものの，少異や不

一致点も少なくない。今は，あえてこのままに併記し，

後日の検討に委ねることとする。事情聴取や実情調査も

続けなければならない。

　スリランカにおける貝葉文書⑱典籍は，これ単独で終

始するのでなく，同国における書記生活の全体，書記素

材の全体の中において，検討すべきである。即ち，スリ

ランカにおいても，金石文，　　銅板文書，鉄券，刻文

（石碑）などの存在に注意しなければならない。これら

は，やはり，“書く’’のではなく，“刻む’’ところに成立

している。今日，かなりの研究成果も報告されているが，

私見でも，これらの書記素材は，その用途や形態等にお

いて，相互に関連し合っているようである。本稿では扱

い切れないので，別の機会に言及していきたい。

　本稿に先立ち，先には，海外や国内における貝葉文書⑧

典籍の研究⑧所蔵機関にっいて概観した（注1文献，三

番目）。その後，南インドのマドラス（Madras）のア
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ジア文化研究所90〕，ラオスのビエンチャン
（Vlangchan）の国立図書館，タイのチェンマイ

（Chieng－Mai）のチヱンマイ大学，インドネシアのジャ

ワ島（スンダ地方）のボゴール（Bogor）のパンジャ

ソヤラン大学文化研究所，マレーソアの国立古文書館な

どにおける研究⑧所蔵（マイクロフィルム化も含めて）

を知った。こうした情報は，さらに追加できるであろう

が，それぞれの素材，形態，内容，作成方法，筆記方法

等には相違のあることも予想される。地域的，あるいは，

時間的（通時的）観点からの検討をふまえ，やがては，

それぞれの相互関係，影響関係にっいての考察も可能と

なろう。

　　　　　　　（’94，5，31欄筆，同9，4清書）

注

1）拙稿「バリ島のロンタル（LONTAR）文書につい

て」，『国語教育論叢』，第3号，1993年8月。

　拙稿「インドにおける書写素材にっいて」，『平成五

年度局山寺典籍文書総合調査団研究報告論集』，1994

年3月。

　拙稿「貝葉文書田典籍（Palm　Leaf　Manuscripts）

について一書写素材史研究序説一」，『島根大学教

育学部紀要』，第27巻第2号，1994年3月。

2）Nα109，Orutota，Gampaha，SriLanka在住。

同氏は，かつて，日本に3年間滞在されている（同志

社大学留学うまた，北海道江差に修禅，大阪倒小倉等

に日本事情を学ぷ）。

3）Geo！ogica1Survey＆Mines　Bureau（No，4

Gal1e　Road，Dehiwala，SriLahka）勤務。

4）外務省外務報道官編集『世界の国一覧表1994年版』、

1994年3月31日，世界の動き社刊，および，東京書籍

編集部編集⑧発行『最新世界各国要覧』（7訂版），

1993年6月9日刊，などによる。

　なお，スリランカの国内では，道路標識などの一般

的な公的標示は，シンハラ語，タミル語，英語の三ケ

国語の併記によって行われる。

5）A1bertine　Gaur女史によれば，書字に適した葉を

つけるヤシは，次の三者であり，

　　Ta1pat　palm（Corツρんαα1？76rαcαZがθrα）

　　Palmyra　palm（Boグα88ω8∫Zα6θ〃ψr）

　　Lontar　palm（0oグγρんα肋α肌）

特に，東南アジアでは，三番目のCorypha　utanが

用いられたとされる　（λH乞8むoびo！Wグ肋πg，

London　Br1t1sh　L1bIary，1984年，1992年，P50，

　また，　Wr捌πg〃一α蛇グ乞αZ8　0ゾ肋θEα8¢，

　London　Br1t1sh　L1brary　Board，1979年，P14）。

　　しかし，このCorypha　utanにっいては異論もあ

　る。次がそれである。

　Thislatter（Lonta士＝Coryphautanのこと）is

　something　of　an　enigma，as　we　have　never

　been　ab1e　to　identify　the　Lontar．Whether　this

　is　because　in　its　processed　form　it　is　not　pos－

　sib1e　to　te11the　difference　betweθn　Corpha

　umbrac1l1fera　and　Corypha　utan，or　because

　in　fact　the　use　of　the　Lontar　is　on1y　a

　trad－1t1on，　we　at　present　have　no　way　of

　knowing．（Peter　Lawson，　“1⊃αZ肌Zθα！わooん8

　απdむんθかc0π8θr0α虹0π”，　1二’三61＾αrv001zsθr0α虹0几

　1Vθω8，Number16，Ju1y，1987）

6）Ko1aの異形ko1εも葉，紙（単数）を意味する。ま

　た，k6koぽ：紅茶の葉tea！eaves，tara　ko1a：草g

　rass，また，関連して，ko1ap帥a＝緑色green（名

　詞）などの語がある。

7）関連して，pata＝木の葉1eaf　of　tree，hasun

　pata：書簡㊥ふみ1etterラといった異形，意味圃用

　法もある。

8）一般的には，この方法は，インドの北部，などにお

　いて行われたようである。

9）panh1五daは単数形で，複数形はpan。類義語に，

　pansit。また，関連して，pansalaya（鉛筆），p亘na

　（ペンナイフ）などの語がある。

10）上原敬二著『樹木大図説皿』（有朋書店，昭36，4初

　版，昭和52，4第7刷，P．1169）によればうヤシ科，

　コリファヤシ（コゥリバヤシ）Corypha属に属し，

　英名Ta1ipot　Palm，学名Cor〃んαα肌わrα一

　cαZ伽rαL．（Coryphaは，ギリシャ語のkoryphe，

　即ち，山や丘の頂上の意で，花房が樹頂に生ずるとこ

　ろに，あるいは，葉が幹の頂部に冠状に生ずるところ

　に因むという。種小名は，傘に似た，の意），日本で

　はコリバヤシ行李葉椰子と書くこともある。常緑大喬

　木，雌雄同株，高さ10～20～30m，径0．8（0．6～0．9）

　m，環紋（環状の葉痕）を有す。葉は頂生，大扇形羽

　状（「羽状」は掌状と改めるべきか，筆者記），径300

　～500cm，裂片は80～100片，深裂して線状披針形，幅

　15cm，鋭頭，単尖、または，さらに，2分裂する。葉

　柄は剛強，長さ15～2～3m，幅5～10cm，狭い溝を

　なし，縁辺に強鋭刺あり。肉穂花序（両性花）は直立，

　多数に分岐して円錐形（シャンデリア状）をなす，長

　さ3，000～9，000m，花は緑色（白色，クリーム色，ま
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　たは，淡黄緑色とすべきか），40～60年で開花し，結

実すれば，枯死する。果実は球形，楕円体，径20～30

㎜，灰色堅硬，胚乳を植物象牙と称し，ボタンなどの

装飾品に作る。葉は写経，日傘，屋根葺材，その他に

作る。スリランカ（セイロンゾウゲヤシと称す），マ

　ラバル，ジャワ，アンダマン，南インドの産。

　　相賀徹夫編著『園芸植物大事典5』（小学館，1989

年12月，P．91）によれば，その原産地は，スリラン

　カ，インド南部のマラバル海岸で，標高600m以下の

湿潤地帯に生育するとある。

　　なお，同属に，ジャフコリファヤシ（学名
　001ツρんαGθわαπgαBlume），ベンガルコリファヤ

　シ（学名0orツψαrαZ乞θグαRoxb．）があり，前者

　は，ジャワ，ベンガル，ミャンマー，マラヤに，後者

　は，ベンガル地方に産するという。ベンガルコリファ

　ヤシも貝葉写本に用いられた（O．P．Agrawa1，‘C－

　onservat1on　of　Manuscr1pts　and　Pa1nt1ngs　of

　South－east　As1a’，　1984　Butter　Worths，

　P．26）。［追記2］

11）タリポソトヤソによるsun　shade3点が，コロン

　ボ国立博物館に展示されている。糸を用いて葉をかが

　る。その葉は，雨よけ，陽よけ，テント代用等にも用

　いる。

12）上原氏（注10文献，P．1163～1165），その他によれ

　ば，属名Borassusは，ギリシャ語のborrassos，即

　ち，ヤソの実の皮，種小名flabe111ferは扇形を有する

　の意。日本名は，オウギヤシ，ウチワヤシ，中国名は，

　樹頭櫻。常緑喬木，雌雄異株，高さ12～18～（30）m，

　径0．6～1m。直幹，無刺，環紋あり。葉は頂生叢出，

　掌状扇形で長さ100～150㎝，先端は60～80片に分裂し，

　裂片は，さらに，先端2浅裂し，細い披針形，長さ45

　～90～120c皿，葉柄は半円筒形で，長さ60～120cm，縁

　辺に刺状歯牙あり，3～4月と12月頃に開花，花は肉

　穂状花序につき小形，紅，または，黄色。果実は，7

　～8月に成熟，扁球形，10～20c皿，褐色，中に，繊維

　状パルプに包まれた種子1～3個あり。種子は硬質。

　インド，スリランカ，マラヤ，ミャンマー，ベンガル，

　タイ，メコン川流域，熱帯アフリカ，エチオピァなど

　に産する。重要な産業植物とされ，砂糖，酒，ウチワ，

　屋根葺材，敷物，籠，ボラッサス繊維，建築材，船材

　などに利用される。

　　スリランカでは，ココヤソに次いで重視され，海抜

　1，000mまでも植栽されているが，インドには，数万

　町歩に及ぷ栽植地があるという。

　　なお，産地にっき，沖縄東南植物楽園の御教示によ
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れば，（大井田鶴子氏御調査），オウギヤシは熱帯アフ

リカに原産し，アフリカ，インド，セイロン，ビルマ，

マライなど広く分布し，その北方限界は北緯30度とい

われる。イントのBenga1州，B1h趾州なとからイン

ド洋岸にかけて，また，Bombay，Goa，Calicutを

経てMa1abar　Coast，Cape　Comorinにかけて分

布するが，半島南端のMadras以南の沿岸平地には特

に多い。スリランカでは，ベンガル湾に面する東北部

沿海（Jaffna辺）に多い。アソア西部では，ペルソヤ

湾岸に多く，東はビルマを経てシャム湾に達し，南下

してインドネシア各地に及ぷ，とされる。北部マライ

の村落，タイの水田地帯にはふっうにみられるヤシと

いわれる。木村登「ヤシと人々の生活」，『熱帯農研集

録』＜農林水産省，熱帯農業研究センター＞，Nα33，

昭53．12，P．28要阿部登著『ヤシの生活誌」，古今書

院，1989年2月，その他，参照。

13）小林良生「タイ国に貝葉“バイラーン”を求めて」，

　『百万塔』，第55号，1983年4月。

14）1994年3月31日，Prema　Brothers店にて。

15）ファン状の鉄筆にっき，これはヨーロッパからの影

　響を受けたものではなかろうか。バリ島の
　Pengerupak（あるいは，Pangoetik）などに較べ

　ると，その機能が，今一っ，明らかでない（拙稿，注

　1文献参照）。ヨーロソパのSty1eは，昔，蝋板

　（waxed　tab1et）に文字を書く時に用いられ，その

　ファン部は，執筆のバランスをとり，また，ミステー

　クをこすり消す（scrapeaway）ためのもの，元ど

　おりに平らにならすためのものとされる（拙稿，注1

　文献，三番目，P．4，イリン著，八住利雄訳『イリ

　ン選集　書物の歴史」　＜1952年7月，岩崎書店，

　P．106〉，また，河村重治郎編『新クラウン英和辞典

　　改訂版」＜三省堂，昭29．3初版，昭46．2改訂版薗

　第71刷，P．1154，など）。

　　鉄筆が，いっから用いられ始めたか，それ以前にお

　ける筆刻具はどのようなものであったか，などにっい

　ての検討も必要である。

16）この背後の両側に，ヤシの葉製のファン（日よけ）

　2本が立てかけられている。

17）中西亮著『文字に魅せられて』（同朋舎出版，1994
　　　　　　　　　　　　　　もんはん
　年4月，P．124）には，タイの勧竿の曼亭寺の青年僧

　がバイラーン（老榛文）を刻んでいる写真一葉が掲出

　されている。これによると，右手に尖筆の先端を持ち，

　左手の指で貝葉4，5枚を，下側からっまみ持つ。刻

　字する場所は左膝頭であり，手本は目前の籠の上に載

　せてある。
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18）スリランカの正史の一っとされる大王統史。ダーツ

　セーナ王（460～478）在位の時，仏教僧のマハーナー

　マにより，パーリ語で書かれた。和訳は，『南伝大蔵

　経」，第60巻に収める。これによれば，同国の仏教伝

　来は，B．C．243年，アショカ王の息子，マヒンダ長老

　によってもたらされたという（第13章）。

19）従来は口伝によっていた三蔵を，その註釈とともに，

　初めて文字化したという。

20）それが特殊な存在でなく，一般的な書記用の料紙で

　ある，との意味であろう。

21）今日，手近の英和辞典によれば，親指と小指とを張っ

　た長さ（ふっう約9インチ＝23㎝）を1spanという，

　とある。従って，3span：約27インチ＝約69c皿。

22）同じく，英和辞典によれば，1指の指巾は，約％イ

　ンチ＝1．9cm，同指長は，約4％インチ＝11．4㎝。従っ

　て，2span＋4指＝約46cm＋約1．9cm×4：約53．6cm．

23）オーラの長いままの状態に書記し争これを巻いて巻

　子本としたことをいう。

　　スリランカでは，本来，占星術師により，誕生日に

　その人の生涯を予知するホロスコープが作成された。

　以後，人生の節目や生活上の重要儀礼に際しては，そ

　の巻物に記された内容，手順，吉兆の方位㊥日時等に

　従うこととなる。

　　なお，Albertine　Gaur氏の著書（注5文献）のカ

　ラー口絵皿は，貝葉を模した彩色紙本（大英図書館蔵

　Or．13700．f．61）であるが，内容は，北インドの，グ

　シャラート　（Gujarat）伝来のカルパスートラ

　（Ka1pasutra）の一部（1502年または1445年），予言

　者と占星術師が，トリシャラ王妃の14の夢の意味を決

　定しようと巻物を調べて書き留めている，図であると

　される。その占星術師の右手には，ロール状の貝葉本

　が，左手には筆具が握られている。

24）原文にhandlesとみえるが，尖筆の頭部，ファン部

　などにおける彫刻のことか。

25）hasth1は象の意の古語，s1nhaはライオンの意の古

　語，hansaは白鳥の意の古語。なお，ここでは，尖筆

　にこうした三種があるとするが，次節では，写字者三

　派の問題としてみえている。

26）次節のKakuna参照（注51）。

27）m1l1etとあれば，アワ，キビを指すようだが，学名

　E1eusine　coracanaとは，イネ科，オヒシバ属

　（E1eus1ne）のソコクヒェ（穆，竜爪粟），一名，弘

　法ビエに相当するものか。ヒエと同じく食料とし，牛

　馬や鳥の飼料とする（牧野富太郎著『牧野日本植物図

　鑑』，北隆館，昭15．10，P．853，また，大井次三郎著

　『改訂増補新版日本植物誌顕花篇」，至文堂，昭和53．

　10，P．156）。臼でひいて粉にし，ケーキのように焼い

　たりするが，ここは，そうした穀物の粉を用い，葉面

　をふき磨くものであろう。

28）原文にはdisplaysとあるが，同博物館に陳列晶は

　ない。その併設された図書館の閉架式書庫に保管され

　ている。

29）注18参照。

30）原文にはare　dried　for　threθdays　in　the　sm

　とあり，dry1n　the　shade（陰干しにする）といっ

　た形になっていない。なお，アル㊥ヴィハーラ寺で，

　ヤシの葉を陽にさらす折，時々，水に浸していたのは，

　温度を下げるためでもあったろうか。

31）文意は，日光に3日間さらし，後，夜露に3晩さら

　す，ということらしい。

32）ヤシ科のビンロウジ属（Areca，アレカヤシ属とも）

　のビンロウジュのこと。通直単幹で高さ10～17m，ま

　れに30mに達し，径10～20cm。樹幹は，若い時は深緑

　色で，老成したものは灰白色となり，間隔の広い環状

　紋がある。無刺，円柱形。約60種が，インド，中国南

　部，東南アジア，ニューギニア，ソロモンに分布する

　（上原氏の注10文献，P．1159．また争中須賀常雄，他著

　『沖縄のヤシ図鑑』，ボーダーイング，1992年11月，

　P102）。材は，非常に硬くて丈夫である。
　　　　　　　　　　　　　かご33）Pitakaは，パーリ語で，籠，また，三蔵，聖蔵，

　の意。

34）Jatakaジャータカは，釈迦が前世に行った善行集

　で，本生経，本生話，本生物語などと訳される。パー

　リ語，および，シンハラ語で書かれた，南方上座部の

　経蔵（小部）に含まれるテキストで，22篇547話から

　成る。経典としてのJ酎akaは褐文のみのものを指す

　が，それに義釈の部を含めたものも行われ，これを

　Jatakatthakatha本生経註釈という。和訳は，『南

　伝大蔵経」，第28～39巻に収める。

　　スリランカでは，Jatakaは，きわめて日常的な

　「経典」とされ，「ジャータカは説教圃法話の材料とな

　り，子供にも読んで聞かせ，寺院の仏殿の壁画に描か

　れ（注53参照）至演劇㊥映画にも上演される。また，

　それはシンハラ文学作品の重要な素材ともなっている。

　シンハラ語，パーリ語の学習のテキストである。」（橘

　堂正弘「諺カ）ら見た民衆の仏教」，前田恵学編『現代

　スリランカの上座仏教」＜山喜房仏書林，1986年2

　月＞所収，P．417）と述べられている。

35）原文には，Its　shape，　　are　balancedとある。

　作業内容に応じて，尖筆を使い分けるのであろう。

sokyu
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36）原文には，the　writing！engthとある。

37）現実には，この比率どおりにはなっていない。

38）それぞれ，2：1：1．5：0．5：5の比率となる。

39）Piritは，パーリ語でParittaパリッタ，サンスクリッ

　ト語でParitr的aパリトラーナ，タイ語でPaaritパー

　リットという。パーリ語では，形容詞として「小さき，

　少なき」の意，名詞（中性，女性）として「（小さき）

　護呪，護経，呪文」の意をもっ。

　　スリランカでは，民間の仏教儀礼の一つとして、

　“災厄を防ぐため，あらゆる栄華の成就のため，あら

　ゆる苦しみ㊥恐怖⑧病気を減するため，吉祥なるパリッ

　タを唱えよ”と，この護呪経典を言甫唱する。こうした

　護呪経を集成したPirit　Potaピリット書として，今

　日，流布しているものに，Catubh的avara四調分が

　あり，この中でも，Mahamangala－sutta吉祥経，

　Ratana－sutta宝経，Karaniyametta－Sutta慈経の

　三経（ピリット，四謂分），および，Jayama血gala－

　gatha勝利吉祥褐，Mahajayamaigala－g亘th互大勝

　利吉祥褐の副ピリットは，Maha　Piritと称され，最

　も重要なものとされる（片山一良「パリッタ

　（Pantta）儀礼一スリランカの事例一■，（駒沢大

　学）『宗教学論集』，第9輯，1978⑧79合併号争1979年

　12月。青木保「コロンポのpar1tta儀礼一調査覚書

　一」，（大阪大学）「年報人間科学』，第1号，1980年。

　高橋壮「上座仏教の存在形態（五）一ピリット儀礼

　一」，『現代スリランカの上座仏教」（注34参照），第

　五章，P．207～261）。

40）原文には，three　schooles　of　writersとある。注

　25参照。

41）サンスクリット語である。

42）anusvarは，。の名称。母音の子音化を示す

　halk1rimaの一種で芋発音は，一n，一m。次行の例示

　○ま，　kanユ，　9a耳n◎

43）visarga（bind－u－deka，visargayaとも）は，　；

　の名称。母音に附属する気音文字で，発音は，一h，

　一虹。次行の例示は，kah，gah，またはkab，gab．

44）d▽aは，サンスクリット語で，secondの意。シン

　ハラ文字は，このような形に見えるが，［マ］注マ

　（dva），あるいは，［ミ］注ミ（dvi）とあればラわかり

　やすい。

45）サンスクリット語，thirdの意。

46）［ム］漣ム（1ita）は，暦，カレンダー。［メ］注メ

　（1ak卿a）は，小さな目じるし，本を読みさしにする

　場合など，そのぺ一ジの欄外上部に付けるマークやス

　モールポイント，また，しるし，記号，符号，兆候，
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　痕跡等の意。

47）daru，また，daruvaは，子，子供，pe1aは，一列

　に並んだもの，列なとをいう。英語訳は，ch1ld11ne

　とある。オリジナルな本文に対する，後筆や別筆によ

　る，訂正のための書込み（文字の行列）をいう。

48）原文には，are　bracketed　in　double　brackets

　とある。ソ：■ハラ語のVarahanは，各種の括弧（印）

　を汎称したもの（名詞）とみられるので，その

　doubleは，括弧の首（開）と尾（閉）の二点をいう

　ものと解した。

49）ソンハラ文字のdummalaは，樹脂，やに，等の意。

50）アオイ科（Malvaceae）のワタ属（Gossypium）

　に属する，ベニバナワタ（落葉半灌木），インドワタ

　（落葉灌木，時に草本），などを指す。パンヤ科

　（Bombacaceae）のキワタ属（Bombax）やインド

　ワタノキ属（Ceiba）は別（上原氏『樹木大図説1皿」，

　P．1161～1171）◎

51）0α1zαグ乞α肌は，カンラン科（Burseraceae）のカ

　ンラン属のこと。熱帯アジアに約50種ありといい，喬

　木で，多く，常緑。果実は酸味あり，これから採った

　油はランプに用いる。枝節や樹皮からも樹脂を採り，

　膠漆のような用途に用いる。（上原氏，注50文献，

　P．712～715）

52）Fθroπ三αθZθpんα1伽肌Correaは，ミカン科

　（Rutaceae）のゲッキツ属（Chalcas）のそれで，

　常緑灌木（15m）。果実（径8cm）は酸味多く，食用

　とする。スリランカでは，象の大好物といいラその糞

　にはその厚殻がそのまま出てくる。英名Wood

　Apple，E1ephant　App1eといい，学名は，ローマの

　森の神の名。（上原氏，注50文献，P．701）

53）『南伝大蔵経」，第39巻（小部経典17，本生経12）

　に，「毘輸安咀畷王子本生物語」（高田修訳）としてみ

　える人物である。Vessantara王子は，布施を好んで

　常に大施を行いうついには，妻や子供までも差し出し

　てしまったという。感動的な人物として描かれており，

　ために，このジャータカは特に人気がある。

54）原文は，Charms（mantra）とある。mantra
　［モ］注モは，呪術師の呪文，まじない，また，魔よけ

　の護符，お守りのこと（単数形はmantraya）。マン

　トラのことばは，シンハラ語，タミル語，南インド語

　（ケララ⑤マラヤム）などの混清したものとされる。

55）yantra［ヤ］注ヤは，機械（mach1ne），しくみ，

　また，そうした図形で構成される護符，魔よけ札，お

　守りのこと（単数形はyantraya）。　［ユ］注ユyantra

　mantra　karanavaで，呪術（魔術）を行う（呪う），
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　の意となる。

56）1）乏08ρか08肋θπαm　Koenigは，カキノキ科

　（Ebenaceae）のコクタンをいう。常緑喬木，雌雄異

　株，高さ6～10m。心材は真黒色，黒檀と称する類の

　一種。インド，マラヤ，タイ，ミャンマー，スリラン

　カの産。（上原氏，注10文献，P．645）

57）P妙ocαlTα8〃αr8αρ〃肌Roxb．は，マメ科

　（Legum1nosae）のソタン属（Pterocarpus）のキ

　ノをいう。テチカイチーク。落葉喬木，高さ10m，イ

　ンド中南部産，材はチークより重く，赤褐色，光沢強

　く有用材。樹液を薬用，および，染料とし，K1noと

　いう。（上原氏，注50文献，P．548）

58）Mθ8αα∫θげθαL．は，オドギリソウ科

　（Guttiferae）のテツザイノキ属（Mesua）のタガヤ

　サンをいう。テツザイノキ，セイロンテツボクなどと

　も称す。常緑喬木，高さ12m。インドでは神聖木とし

　て崇め，パゴダや仏寺境内に植える。花に芳香あり。

　材は堅く美しく，心材は暗紅色，唐木中随一という。

　土木建築材や枕木に用いる。インド，マラヤ，スリラ

　ンカの産，地元では，庭樹，並木とする。（上原氏，

　注10文献，P．110）

59）〃cんθZ6αは，モクレン科（Magnoliaceae）のオ

　カタマノキ属（スイスのM　M1che11＜1844～1902＞

　への献名）のことであるが，舳αgゴグ三cαについては未

　勘。この属に属するオガタマノキ，カラタネオガタマ，

　キンコウボク，ギンコウボクなどは，いずれも常緑喬

　木（高いものでは16mにもなる）で，花は芳香を放ち，

　香水の原料となるものもある。キンコウボク（金厚木）

　の類は，インドの寺院境内に多く植え，宗教儀式に用

　いる。（上原氏『樹木大図説I』，P，1086～1092）

60）未調査。Sarath　Hapugoda氏によれば，これら

　堅材の内では最も堅い木であるとされる。

61）ル乙ocα㎎ひ8ゴ肋θglガo〃αRoxb．とは，クワ科

　（Moraceae）のパンノキ属（Artocarpus）のナガ

　ミパンノキ（λ材ocαηρα8三枇θgグびo〃α8Auth．）の

　伸間か。英名Jackという（そのJakとはこれによる

　らしい）のも同じである。これは，常緑喬木，雌雄異

　株で，高さ10～15～30m，世界最大果実の一っとされ，

　材は伐採後に黒変してマホガニー材に似る（S．

　Hapugoda氏によれは，材の堅いことでは，M1l1aの

　次くらいカ）とのことである）。スリランカでは工芸用

　材とし，内皮より黄色の染料を採り，僧衣（麻）を染

　める。（上原氏，注59文献，P．904，906）

62）Sαπ8ω三θれα舵ツZαがcαWil1d．は，リュウゼツラ

　ン科のサンセヴィエリア属（Sansevieria）のそれで

　ある。スリランカ原産で，英名Cey1on　bowstr1ng

　hempという。葉は，長さ60cmあまりで，長い多く

　のfiberを有する。繊維作物として植えられ，ヒロハ

　チトラセン，オオヒロハチトラセンなどとともに，弓

　絃，ロープ，マット，帆，ハンモック等に利用される。

　（相賀氏『園芸植物大事典2」，注10参照，P．498）

63）この三度目の巻き方にっき，原文にはthrθe　and

　three　towards　the　right　and　two　pairs　across

　とある。その3回，3回は，斜めに巻いて互いにクロ

　スさせる，との意味であろうか。存疑。この目録は，

　巻頭に貝葉本一点の図版を掲げるが，そこに見える巻

　き方は，これと少異し，また、アル⑱ブィハーラ寺や

　キャンディの仏歯寺で見られた巻き方と異なる。

64）Pansa1aは，仏教系の寺院をいうが，ここは，そ

　うした村落寺院に併設されている日曜学校Daham

　Pasa1a（法の学校）を意味するのであろうか。

　　今日の日曜学校にっき，キャンディ近郊のウーラポ

　ラ村落Ur亘polaのそれの事例報告がなされている

　（戸谷修「スリランカ仏教を支える村落社会」，『現代

　スリランカの上座仏教』（注34参照），P．304～308）。

65）大石碩「シンハラ村落社会の生活慣習と村人の上座

　仏教一事例研究一」（r現代スリランカの上座仏教』

　（注34参照），P．326～332）によれば，スリランカで

　は，子供が初めてアルファベットの読み書きを学ぶ時，

　akurukiyavimδutsavayaという成育儀礼が催され，

　この記念祭は，Urapola村では，なお，存続してい

　るとされる。即ち，この儀礼は，子供が文字を習い始

　める頃になると，その子のホロスコープに従い（注23

　参照），寺の境内の菩提樹の前で，僧によって執行さ

　れる。この時，Sarasvati女神（学問の神）の姿を写

　しとった石膏板，供物，香花を用意し，吉兆の時刻に

　子供を吉兆の方角に向かわせ，僧がアノしファベットの

　数文字を読み始め，それをまねて，子供は，順次，発

　音していく，とのことである。

66）教具としてのsand　boardにつき，辞書には，

　　‘1817／1．13θ〃∫π8む1一．　0oπdα8オ．8oんooZ8　［ed一．6コ

　8　The　scho！ars　copy．　the　capita1　printed－

　1etters　　on　　sand　　at．　the　　＊sand－　　board．’

　The　Oxford－　Enghsh　Dictionary　（Second－

　Edition）on　Compact　Disc．1992，　Oxford：

　Oxford－University　Press．

　とみえる（井上永幸氏御教示）。

67）このits　descriptionとは，その文字の意味，およ

　び，その文字の書き方，形体，その他をいうものであ

　ろうか。下に，a［ヨ］注ヨの字の書き方についての説
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　明がなされているが，生徒は，まず，このような文字

　の名前，筆順や運筆方法，また，これらに附随する留

　意事項などについての説明を受け，これをみずから反

　努しながら，その練習，習得を行っていくのであろう。

68）その先端は，鋭ってはいるが，シャープではなく，

　鈍く丸くなっている尖筆。［ラ］注ラu1は，先の短い，

　鈍い，意。　［リ］注リkatuvaは，thom，（植物の）と

　げ，（魚などの）骨，（時計の）針，（亀などの）甲羅，

　（員や卵などの）殻，等の意。

69）原文には，cutting　of　figuresと注記されている。

　文字それぞれの特徴を概略的に習得するため，文字の

　下書のCutt1ng（裁ち切り）をいうものらしい。

　Satahan［ル］注ルは，下図，下絵，見取図，略図，

　設計図，製図，メモ（帳），控え，覚え書き，ノート，

　現場手帳，notes，また，概略out　line，概要，の意。

　kapanava［レ］注レ（現在形），kapima［口］注。

　（動名詞），［ワ］注ワkapuva（過去形）は，切る，削

　る，刈る，（紙や衣服などを）裁つ，裁断する，等の

　意。kapumaは古形か。

70）　［ヰ］注ヰpotgu1aは，書庫，教典堂，図書館

　1ibraryの意。類義の語に、　pustakalaya，

　pustakag昼rayaなどがある。

71）関連して，戸谷氏（注64文献，P．282）に，nakat

　karu，また，poronda』b色1imaにっいての言及

　がある。占星術師は，かって，パルミラヤシの葉で，

　新年の行事予定表（aVurudu　Si坑uVa）などを作製

　し，各家庭に配って歩いたり，各種儀礼を取り行う折

　には，n色kat　potaという，専用の作法国次第書を作

　成，使用したりした（大石氏，注65文献，P．334，P．

　349，他）。

72）司祭者の謂か。多くの寺院には神祠d帥a1ayaがあ

　り，通例，ここにはkapur到aと呼ばれる専従の祈祷

　師がいる。これは，時に，kapuvaともいい，丁寧に

　は，kapu　mahatmayaという（前田恵学「上座仏

　教の存在形態（三）一一寺院と僧侶一」，『現代スリ

　ランカの上座仏教』（注34参照），P．115，P．121）。

73）専門の祈祷師，呪術者。ka坑a耐iya（yakaduru）

　ともいい，敬意を表する場合はkatta五d1－mahatma－

　yaという。kapur到a（kapuva）はyatikaを読み，

　こちらはmantraを唱える（前田恵学氏論文，注72参

　照，P．136）。

74）このあたりについては，その17ぺ一ジ40行目前後に

　も類似の表現がみえている。

75）原文には，at　the　timeとある。

76）インド南部のタミル族，チョーラ朝のエラーラ王の
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　進攻による国都陥落（B．C．259），また，その前後の

　対立抗争，以下，7世紀のNaras1mhavarman一世

　（625～645年頃）の侵冠，11世紀初頭，Mah1nda五世

　（982～1029年）時代のCo！a人の大侵入，などをいう

　ものか。

77）Vijayab邑hu一世（1055～1110年）の時，衰亡して

　いた仏教を復活せしめるため，ビルマ王Anuruddha

　（Anawrahta，1044～1077年）に使を送り，ビルマ

　国から仏教を逆輸入したこと，13世紀頃，ビルマ国か

　ら多くの留学僧を迎えたこと，また，Parakkamab互hu

　六世（1412～1467年）治世下の1425年，ビルマ圃タイ儘

　カンボジャの比丘が来島し，経典を学び，カラニヤ

　Kalaniyaで受具した（前田恵学「スリランカ上座仏

　教の歩みと近代化への対応」，『現代スリランカの上座

　仏教』（注34参照），P．462）こと，などを指すか。

78）ポルトガル（1505～1658年），オランダ（1658～

　！796年），イギリス（1796～1948年），などの来島，支

　配をいうものであろう。

79）このあたりの概況については，前田恵学「西洋支配

　下のスリランカと仏教の復興」（『現代スリランカの上

　座仏教』（注34参照），P．468～492）に言及がある。

80）仏陀入滅の年に，インドからスリランカに渡来した

　最初のシンハラ王という。仏陀入滅の年代については

　諸説があり，1B．C．544年から383年まで，150年余のず

　れがある。Vijaya王子の故地についても，西北イン

　ド説，および，東インド説，がある。

81）Magadhaは，カンソス川中流の南岸地域で，今日

　のビハール川南部に当たる。

82）ベンガル（Benga！）地方（ガンジス川とブラフマ

　プトラ川両水系の下流平野と河口部一帯。インド共和

　国の西ベンガル州とバングラディシュ共和国から成

　る）は，べ一ダ時代にはバンガーVangaと呼ばれ，

　現地名は，それに由来するとされる。

83）Kalihgaは，インド半島北東部，オリッサ海岸地

　方の古称。中心はブバネーシュワルの東郊シシュパル

　ガルフ（Sisupa1garh）とみられ，B．C．3～A．D．4

　までの遺跡がある。

84）Prakritsは，中期インド⑤アーリア語の俗称で，

　「インド⑧ヨーロッパ語族のインド語派の古層に属す

　るヴェーダ語および古典サンスクリットと，同語派の

　近代諸語との中間にある諸言語の総称。」とされる

　（千野栄一，他編『言語学大辞典　第3巻　世界言語

　編」，三省堂，1992年1月，P756）。南方上座部仏教

　の教典に用いられたパーリ語は，古層のプラークリッ

　トの，ジャイナ教の聖典に用いられた半マガダ語は，
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　中層のそれの，それぞれ代表的な…1語である。

85）1594年は，ポルトガル人によって承認された年代で

　あるが，彼らがやって来た1505年頃，スリランカは，

　北のジャフナ王国，西のコーツテ王風そして，コーツ

　テから分かれた中央部のキャンディ（ウダ⑧ラタ）王

　国（1474～1815年）の三者が鼎立していた。

86）当館の所蔵はこれだけで，収蔵庫，蔵なとに収納さ

　れているものはないとのことであった。

87）但し，素材がもろいとしても，その耐久力に応じて，

　やはり，転写が繰り返されてきたのではなかろうか。

8弓）これらは・独自に生れてひとり行われていたものカ、

　あるいは，他国から影響を受けて出現したものか，逆

　に，他国に影響を及ぼすことはなかったか，こうした

　点については，まだ，言及できない。’

89）無理にお願いして，文学の小作晶集を拝見し，「奥

　書」やぺ一ジの打ち方（一葉の表側の左隅），収蔵さ

　れている貝葉本の概要などにっいてお話しを伺った。

90）アソア文化研究所（Inst1tute　of　As1an　Stud1es，

　所長彦坂周氏）では、“A　Descriptive　Cata！ogue

　of　Palm－Leaf　Manuscripts　in　Tami1”，Vo1．I，

　Part，I（1990年，Madras，Ind1a，P447，185

　cmx25．5cm），以下，インド内外の図書館，寺院，個

　人所蔵のタミル貝葉文献の総目録が刊行されつっあり

　（全12巻25分冊の予定，今，Vo1．皿，Part　I⑧皿まで

　刊行），また，タミル貝葉を中心とする研究書，校訂

　書，対訳書，その他が出版されている。

　　彦坂氏の御教示によれば，タミル貝葉は，

　Govemment　Or1enta1Manuscr1pts　L1brary
　（Madras）　に15，000点，Ta皿11Un1vers1ty，

　Ta宣c亘virに5，000点，など，インド国内外で計約

　53，020点が遺存するとされる（試算）。

［附記コ本稿をなすに際し，島根県立島根女子短期大学

の瀬古康雄先生，本学部の守山善美先生，井上永幸先

生の御指導をいただいた。記して御礼申し上げたい。

［追記1］成稿後，Robert　Knox著，濱屋悦次訳『セ

イロン島誌』（1994年6月，平凡社）を入手した。17

世紀後半の文献で，書物の作り方，その素材（タリポッ

トヤシ，パルミラヤシ等）についての言及もある。

［追記2］後者（学名0orツpんα右α肋θrα）にっき，

その開花時を描いた図版が，荒俣宏著『花の王国4

珍奇植物』（1990年11月，平凡社，P62）に掲出され

ている。

○文中［ア］～［ヰ］の部分には次のような文字や語句が位

　置する。印刷の都合上　ここに一括して掲げる。
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